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嘉
興
大
蔵
経
の
刊
刻
事
業
と
紫
柏
真
可
|
|
仏
語
の
伝
播
と
白
心
の
悶
明
|
l
l
は
じ
め
に
初
禅
僧
紫
柏
真
可
が
関
わ
っ
た
と
さ
れ
る
所
謂
嘉
興
大
蔵
経
の
刊
刻
体
事
業
は
、
明
代
万
暦
十
年
代
に
は
じ
ま
る
。
紫
柏
の
一
一
両
足
密
蔵
道
開
可
の
尽
力
や
有
力
居
士
た
ち
の
支
援
協
力
の
も
と
、
従
来
の
折
本
形
式
楠
と
い
う
蔵
経
形
態
を
刷
新
し
、
印
造
費
が
か
か
ら
ず
閲
読
に
便
利
な
明
方
冊
型
の
大
蔵
経
を
普
及
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
に
、
民
間
主
導
で
こ
業
の
事
業
は
推
進
さ
れ
た
。
完
成
が
危
倶
さ
れ
る
数
々
の
状
況
に
直
面
難
し
な
が
ら
も
、
事
業
自
体
が
中
止
さ
れ
る
こ
と
な
く
続
行
さ
れ
た
結
州
果
、
こ
の
方
冊
大
蔵
経
は
、
万
暦
十
七
年
(
一
五
八
九
)
の
刊
刻
闘
機
始
か
ら
ほ
ぽ
百
年
の
時
を
経
て
、
清
代
康
照
年
間
に
漸
く
完
成
し
た
。
大
し
か
し
、
近
年
、
中
嶋
隆
蔵
「
嘉
興
大
蔵
経
刻
印
の
初
期
事
情
」
(
『
目
指
本
中
国
学
会
報
』
第
五
十
七
集
、
二
O
O五
)
に
よ
っ
て
詳
細
に
検
証
さ
れ
た
と
お
り
、
こ
の
大
蔵
経
刊
刻
事
業
は
、
決
し
て
順
調
な
滑
別
り
だ
し
を
見
せ
た
わ
け
で
は
な
ば
。
五
台
山
で
蔵
経
経
典
の
刊
刻
が
本
隆
多
道
は
じ
ま
っ
た
万
暦
十
七
年
以
降
、
も
し
く
は
、
そ
れ
以
前
の
準
備
段
階
か
ら
、
募
縁
者
数
が
当
初
の
見
込
み
を
大
幅
に
下
回
る
と
い
う
状
況
に
陥
っ
た
り
、
様
々
な
局
面
で
参
画
者
聞
に
認
識
の
相
違
や
意
見
の
対
立
が
生
じ
る
と
い
っ
た
各
種
困
難
な
事
情
を
抱
え
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
大
蔵
経
刊
刻
事
業
そ
の
も
の
が
頓
挫
す
る
こ
と
な
く
継
続
し
て
推
進
さ
れ
た
と
い
う
乙
と
も
ま
た
注
目
す
べ
き
事
実
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
こ
と
は
、
一
見
す
る
と
足
並
み
の
惑
さ
が
目
立
つ
事
業
に
お
い
て
も
、
そ
の
一
方
で
、
参
画
者
た
ち
を
束
ね
て
事
業
を
翠
引
す
る
強
固
な
理
念
が
、
彼
ら
の
あ
い
だ
で
確
か
に
共
有
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
予
想
さ
せ
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
嘉
興
大
蔵
経
刊
刻
事
業
の
中
心
人
物
の
一
人
と
み
な
さ
れ
て
き
た
紫
柏
真
可
の
教
説
に
定
位
し
な
が
ら
、
そ
れ
が
具
体
的
に
如
何
な
る
理
念
で
あ
っ
た
か
と
い
う
こ
と
、
ま
た
さ
ら
に
は
、
紫
柏
自
身
が
刊
刻
事
業
を
如
何
に
と
ら
え
て
い
た
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
考
察
を
試
み
る
。
以
下
で
は
、
先
ず
、
事
業
に
お
け
2
る
紫
柏
の
立
場
を
確
認
す
る
。
そ
の
う
え
で
、
か
か
る
立
場
か
ら
事
B
業
に
対
応
す
る
か
た
ち
で
展
開
さ
れ
た
諸
教
示
に
焦
点
を
当
て
て
、
こ
れ
ら
教
一
市
が
、
他
の
参
画
者
た
ち
の
発
言
や
議
論
と
ど
の
よ
う
な
点
で
一
致
し
、
ど
の
よ
う
な
点
で
食
違
い
を
見
せ
た
か
と
い
う
こ
と
を
検
討
し
て
い
く
。
こ
の
こ
と
は
、
紫
柏
の
教
説
、
そ
の
特
質
の
解
明
に
も
つ
な
が
っ
て
い
く
こ
と
に
な
ろ
う
。
大
蔵
経
刊
刻
事
業
に
お
け
る
紫
柏
真
可
の
立
場
さ
て
、
嘉
興
大
蔵
経
刊
刻
事
業
の
発
足
に
際
し
、
蔵
経
経
典
の
定
本
作
成
を
目
的
と
し
た
組
織
、
検
経
会
を
立
ち
あ
げ
る
な
ど
、
事
業
準
備
の
遂
行
に
尽
力
し
た
の
は
、
主
に
、
陸
光
祖
・
溺
夢
禎
・
管
志
道
と
い
っ
た
、
紫
柏
真
可
と
交
流
の
あ
っ
た
有
力
居
士
た
ち
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
万
磨
十
四
年
(
一
五
八
六
)
を
さ
か
い
に
、
密
蔵
道
聞
を
は
じ
め
と
す
る
紫
柏
門
下
の
僧
侶
た
ち
が
、
次
第
に
中
心
的
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、
経
典
校
定
作
業
の
統
括
、
募
縁
の
呼
び
か
け
や
募
縁
方
法
の
協
議
、
あ
る
い
は
刻
場
の
選
択
、
さ
ら
に
は
刊
刻
開
始
以
降
の
現
場
指
揮
や
参
画
者
間
の
連
絡
な
ど
と
い
っ
た
、
様
々
な
実
務
を
担
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
み
ず
か
ら
刊
刻
現
場
で
指
揮
を
執
る
な
ど
と
い
っ
た
、
紫
柏
の
現
場
へ
の
直
接
的
関
与
を
示
唆
す
る
資
料
は
意
外
に
も
見
当
た
ら
な
い
。
と
な
る
と
、
大
蔵
経
刊
刻
事
業
に
お
け
る
紫
柏
の
立
場
と
は
一
体
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
。
事
業
の
実
質
的
責
任
者
と
な
っ
た
密
蔵
は
、
刊
刻
準
備
に
奔
走
す
る
紫
柏
門
下
の
僧
侶
た
ち
の
近
況
を
克
明
に
報
告
し
た
紫
柏
宛
の
書
簡
の
末
尾
で
、
次
の
よ
う
に
い
う
。
な
ん
な
ん
あ
法
門
は
秋
に
垂
と
し
て
、
高
明
な
る
者
は
縦
ふ
こ
と
希
な
り
。
奈
何
せ
ん
奈
何
せ
ん
。
開
の
輩
識
習
は
昏
庸
な
れ
ば
、
若
し
日
に
な就
り
提
鵬
首
す
る
に
非
ざ
れ
ば
、
亦
た
流
浪
す
る
に
易
し
。
惟
だ
は
し
老
師
の
み
僻
念
し
て
、
蚤
に
林
泉
に
責
り
、
勇
殊
大
土
と
と
も
に
、
交
光
授
受
す
る
は
、
則
ち
宣
に
惟
だ
に
開
の
幸
ひ
の
み
な
ら
ん
や
。
(
法
門
垂
秋
、
高
明
者
希
謝
。
奈
何
奈
何
。
閲
輩
識
習
昏
席
、
若
非
日
就
提
瞥
、
亦
易
子
流
浪
。
惟
老
師
術
念
、
蚤
賞
林
泉
、
与
易
殊
大
士
、
交
光
摂
受
、
則
宣
惟
開
之
幸
。
)
(
「
密
蔵
関
律
師
遺
稿
』
巻
上
「
上
本
邸
和
尚
」
N2H∞・由。)
高
潔
で
真
理
に
透
徹
し
た
ひ
と
に
は
ほ
と
ん
ど
出
会
え
な
い
と
い
う
現
況
を
歎
く
密
蔵
は
、
自
分
た
ち
の
よ
う
な
者
は
、
心
の
は
た
ら
き
か
た
が
蒙
昧
で
あ
る
た
め
、
日
々
精
進
し
て
み
ず
か
ら
を
戒
め
な
け
れ
ば
初
偉
い
や
す
い
と
自
覚
し
た
う
え
で
、
本
師
紫
柏
が
、
文
殊
菩
薩
と
と
も
に
衆
生
の
迷
い
を
引
受
げ
て
救
い
と
っ
て
く
れ
て
い
る
こ
と
は
、
自
分
自
身
に
と
ど
ま
ら
な
い
あ
ら
ゆ
る
人
々
に
と
っ
て
の
喜
び
で
あ
る
と
、
感
謝
の
気
持
ち
を
表
明
し
て
い
る
。
一
方
、
密
蔵
道
開
・
幻
予
法
本
・
幻
居
真
界
の
三
門
人
に
宛
て
た
紫
柏
の
書
簡
、
そ
れ
は
右
の
密
蔵
の
書
簡
と
前
後
し
て
ほ
ぽ
同
じ
時
期
の
も
の
と
推
測
さ
れ
る
が
、
そ
こ
に
は
、
「
汝
等
は
宜
し
く
各
お
の
心
を
安
ん
じ
て
、
蔵
事
に
勤
労
す
ベ
し
。
(
汝
等
宜
各
安
心
、
勤
労
蔵
事
。
)
」
(
『
紫
柏
尊
者
別
集
』
巻
三
「
付
密
蔵
幻
予
幻
居
三
公
」
N
2
N
H
芯
の
)
と
あ
り
、
事
業
に
従
事
す
る
三
者
を
励
ま
す
件
り
が
見
え
る
。
紫
柏
逝
去
後
の
事
業
継
続
に
貢
献
し
た
人
物
と
し
て
は
、
居
士
呉
用
先
が
い
る
。
恕
山
徳
清
は
、
こ
の
呉
用
先
と
紫
柏
と
の
関
係
に
つ
い
て
触
れ
、
「
初
め
桐
城
の
用
先
呉
公
、
儀
曹
郎
為
り
て
、
師
に
参
じ
て
入
室
す
。
従
容
と
し
て
刻
蔵
の
事
に
及
ぶ
。
師
速
か
に
臼
く
、
『
君
と
此
の
法
と
は
大
因
縁
有
り
』
と
。
(
「
初
桐
城
用
先
呉
公
、
為
儀
曹
初
郎
、
参
師
入
室
。
従
容
及
刻
蔵
事
。
師
遠
目
、
君
与
此
法
有
大
因
縁
。
)
」
体
(
『
紫
柏
老
人
集
』
巻
首
「
達
観
大
師
塔
銘
」
M
M
己
注
目
N
n
)
と
記
す
。
可
さ
ら
に
、
こ
の
呉
用
先
宛
て
の
紫
柏
生
前
の
書
簡
に
は
、
「
刻
蔵
の
挙
悼
の
如
き
は
、
正
に
所
謂
縁
因
仏
性
な
る
の
み
。
(
如
刻
蔵
之
挙
、
正
所
時
謂
縁
因
仏
性
耳
0
)
」
(
『
紫
柏
老
人
集
』
巻
士
二
与
呉
臨
川
始
光
居
喋
士
」
N
N
a
H
E
u
u
r
)
と
あ
り
、
刻
蔵
の
挙
行
は
智
慧
を
起
こ
す
善
行
都
で
あ
る
と
し
て
、
刊
刻
事
業
の
意
義
を
強
調
し
て
い
る
。
例
つ
ま
り
、
こ
れ
ら
に
よ
れ
ば
、
準
備
段
階
を
含
め
た
一
連
の
刊
刻
騨
事
業
で
、
紫
柏
本
人
が
強
力
な
統
率
力
で
も
っ
て
そ
の
先
頭
に
立
つ
伏
た
と
い
う
事
実
も
な
げ
れ
ば
、
事
業
現
場
に
直
接
関
与
す
る
と
い
う
認
こ
と
も
な
か
っ
た
。
紫
柏
は
、
実
務
を
担
っ
て
奔
走
す
る
門
下
の
僧
3
侶
た
ち
の
精
神
的
支
柱
と
し
て
の
役
割
を
担
ぃ
、
居
士
た
ち
に
事
業
8
へ
の
積
極
的
な
参
加
を
促
し
た
り
、
さ
ら
に
は
、
様
々
な
局
面
で
適
宜
指
示
を
下
し
教
示
を
行
な
う
と
い
っ
た
、
む
し
ろ
間
接
的
な
か
た
ち
で
の
関
わ
り
か
た
に
終
始
し
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
万
暦
十
七
年
(
一
五
八
九
)
に
北
方
の
五
台
山
で
は
じ
ま
っ
た
蔵
経
経
典
の
刊
刻
は
、
同
二
十
二
年
前
後
に
は
、
刻
場
が
、
江
南
の
地
、
す
な
わ
ち
漸
江
の
径
山
へ
と
移
さ
れ
る
。
そ
の
後
ま
も
な
く
、
密
蔵
が
病
の
た
め
に
事
業
か
ら
の
引
退
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
た
め
、
幻
予
が
密
蔵
に
代
わ
っ
て
実
務
の
全
て
を
担
う
こ
と
に
な
る
が
、
同
二
十
三
年
に
は
、
幻
予
が
逝
去
す
る
と
い
う
事
態
が
起
こ
る
。
こ
の
直
後
、
紫
柏
は
、
門
下
の
寒
灰
知
奇
に
宛
て
た
書
簡
の
な
か
で
、
「
法
本
乃
ち
亡
者
の
魂
を
し
て
寧
ん
ぜ
し
む
る
の
み
。
大
抵
蔵
事
、
汝
必
ず
し
も
此
れ
を
慮
ら
ざ
れ
。
(
法
本
乃
使
亡
者
魂
寧
耳
。
大
抵
蔵
事
、
汝
不
必
慮
此
。
)
」
(
『
紫
柏
尊
者
別
集
』
巻
二
一
「
付
寒
灰
奇
公
」
民
'
H
N
H
E
m
)
と
記
し
て
い
る
。
幻
予
逝
去
後
の
実
務
の
統
括
は
、
密
蔵
と
幻
予
を
補
佐
し
、
刻
場
の
風
紀
取
締
ま
り
を
担
当
し
て
き
た
寒
灰
が
担
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
、
居
士
謬
希
漉
が
、
「
刻
蔵
縁
起
実
紀
」
に
「
図
ら
ざ
り
き
、
蔵
公
匿
跡
す
れ
ば
、
遠
く
幻
予
師
を
引
き
て
、
代
は
り
て
其
の
ほ
ど
魯
〈
事
を
総
べ
し
む
も
、
無
何
、
亦
復
た
遷
化
す
。
後
の
葱
の
役
を
権
る
者
は
、
相
ひ
継
ぎ
て
迭
ひ
に
遷
り
て
、
軌
則
一
な
ら
ず
。
(
不
図
、
蔵
公
匿
跡
、
遠
引
幻
予
師
、
代
総
其
事
、
無
何
、
亦
復
遷
化
。
後
之
権
蕊
役
者
、
相
継
迭
選
、
軌
則
不
一
。
)
」
と
記
す
よ
う
に
、
密
蔵
と
幻
予
の
存
在
を
欠
い
た
刊
刻
事
業
は
、
実
務
統
括
者
が
相
次
い
で
代
わ
84 
り
、
事
業
方
針
も
一
定
し
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
、
幻
予
逝
去
の
同
年
に
は
、
紫
柏
の
盟
友
で
事
業
へ
の
協
力
を
惜
し
ま
な
か
っ
た
慈
山
徳
清
が
政
争
に
巻
き
込
ま
れ
て
雷
州
に
流
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
二
年
後
に
は
、
支
援
者
の
筆
頭
格
で
あ
っ
た
陸
光
祖
が
世
を
去
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
事
情
も
あ
り
、
刊
刻
関
始
前
後
に
お
い
て
は
十
年
足
ら
ず
を
も
っ
て
全
蔵
が
完
成
す
る
と
見
込
ま
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
万
暦
二
十
九
年
(
一
六
O
一
)
の
時
点
で
、
王
肯
堂
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
刊
刻
済
み
の
蔵
経
経
典
は
、
な
お
い
ま
だ
全
蔵
の
半
分
に
も
満
た
な
い
状
況
で
あ
っ
問
。
遅
々
と
し
て
進
ま
な
い
刊
刻
事
業
を
再
編
す
べ
く
、
紫
柏
が
、
密
て
が
み
蔵
の
法
網
念
雲
興
勤
に
「
特
に
備
を
作
し
て
信
を
表
し
、
南
来
し
て
専
ら
刻
場
の
諸
務
を
理
む
る
を
付
嘱
」
し
た
の
は
、
恐
ら
く
万
暦
二
十
九
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
紫
柏
の
委
嘱
を
受
げ
た
念
雲
は
、
欄
腔
希
落
と
と
も
に
事
業
方
針
を
早
速
協
議
し
た
。
さ
ら
に
、
毎
年
集
ま
る
寄
金
の
施
主
の
名
を
登
録
し
て
、
歳
未
に
は
そ
の
年
の
累
計
と
支
出
を
明
記
す
る
た
め
の
帳
簿
を
作
成
す
る
な
ど
、
の
ち
の
実
務
統
括
者
の
た
め
に
諸
事
項
を
確
定
し
問
。
紫
柏
も
ま
た
、
翌
三
十
年
、
福
夢
禎
に
宛
て
た
書
簡
の
な
か
で
、
「
病
気
療
養
の
た
め
事
業
復
帰
で
き
な
い
密
蔵
と
、
そ
の
後
に
逝
去
し
た
幻
予
に
代
わ
り
、
念
雲
興
勤
ら
二
人
の
弟
子
が
事
業
を
引
き
継
い
だ
が
、
こ
れ
ま
で
の
や
り
か
た
を
遂
行
す
る
だ
け
で
、
衰
退
す
る
事
業
を
振
興
す
る
ま
で
に
は
至
っ
て
い
な
い
」
と
指
摘
し
、
こ
の
状
況
を
鑑
み
、
主
闘
の
諸
居
士
ら
と
協
議
し
て
抜
本
的
な
事
業
の
立
て
直
し
を
可
能
に
す
る
適
任
者
を
選
定
し
て
く
れ
る
よ
う
、
潟
夢
禎
に
要
請
し
て
い
る
(
『
紫
柏
尊
者
別
築
』
巻
三
「
与
満
開
之
共
十
六
首
」
お
'
H
N
H
Sσ
ー
の
)
。
こ
の
要
請
を
享
け
た
溺
夢
禎
の
対
応
如
何
は
定
か
で
な
い
が
、
万
暦
二
十
九
年
以
降
の
紫
柏
と
そ
の
周
辺
の
居
士
た
ち
の
あ
い
だ
に
は
、
事
業
を
再
編
せ
ん
と
す
る
明
確
な
意
志
が
存
在
し
た
と
と
は
確
か
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
『
東
廠
絹
訪
妖
書
底
簿
』
は
、
万
暦
三
十
一
年
十
二
月
一
日
に
紫
柏
が
所
謂
妖
書
事
件
に
連
座
す
る
か
た
ち
で
逮
捕
さ
れ
た
際
の
取
調
記
録
で
あ
る
が
、
こ
の
記
載
か
ら
も
、
紫
柏
の
か
か
る
意
志
は
う
か
が
え
る
。
尋
問
を
担
当
し
た
王
之
禎
が
上
京
目
的
を
問
う
た
の
に
対
し
、
紫
柏
は
、
『
高
僧
伝
』
の
編
纂
、
『
伝
灯
録
』
の
新
編
と
と
も
に
、
大
蔵
経
刊
刻
の
た
め
の
勧
募
活
動
を
理
由
に
あ
げ
た
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
(
『
紫
柏
尊
者
別
集
』
附
録
8
G
H
き
と
。
し
か
し
、
一
方
で
、
紫
柏
が
、
事
業
の
不
振
と
事
業
続
行
の
困
難
さ
を
認
め
て
い
た
こ
と
も
事
実
で
あ
ろ
う
。
紫
柏
は
、
獄
中
か
ら
江
南
の
諸
居
士
に
遺
一
百
を
し
た
た
め
た
際
、
「
傍
厳
・
径
山
の
刻
蔵
の
事
、
行
な
ふ
ベ
く
ん
ば
則
ち
行
な
ひ
、
可
な
ら
ざ
れ
ば
則
ち
止
め
よ
。
(
拐
厳
径
山
刻
蔵
事
、
可
行
則
行
、
不
可
則
止
。
)
」
(
『
紫
柏
老
人
集
』
巻
首
「
紫
柏
老
人
圏
中
語
録
」
所
収
「
十
六
日
臨
化
説
偽
」
N
N
H
H
t
E
∞の)
と
記
し
た
。
結
局
、
み
ず
か
ら
の
死
後
の
事
業
継
続
如
何
に
つ
い
て
は
、
彼
ら
居
士
た
ち
に
善
処
を
求
め
た
わ
け
で
あ
お
。
当
初
、
大
蔵
経
刊
刻
事
業
開
始
に
向
け
て
の
準
備
に
尽
力
し
、
刊
刻
開
始
後
の
現
場
指
揮
の
任
に
直
接
当
た
っ
た
の
は
、
紫
柏
門
下
の
密
蔵
道
聞
や
幻
予
法
本
た
ち
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
彼
ら
の
師
で
あ
る
紫
柏
真
可
は
、
現
場
か
ら
距
離
を
置
い
た
立
場
か
ら
事
業
に
関
わ
っ
た
。
事
業
に
お
げ
る
紫
柏
の
と
う
し
た
立
場
は
、
恐
ら
く
密
蔵
の
引
退
や
幻
予
の
逝
去
後
も
基
本
的
に
は
変
わ
ら
な
い
。
つ
ま
り
、
紫
柏
は
、
当
初
か
ら
実
務
商
に
は
関
与
す
る
こ
と
が
な
く
、
む
し
ろ
、
事
業
を
推
進
し
て
い
く
う
え
で
の
精
神
的
支
柱
と
し
て
、
現
場
で
奔
走
す
る
僧
侶
た
ち
ゃ
事
業
に
支
援
協
力
す
る
居
士
た
ち
を
鼓
舞
し
、
劉
適
宜
指
示
を
下
し
た
り
教
示
を
行
な
っ
た
り
と
い
っ
た
立
場
に
終
生
体
徹
し
つ
づ
け
た
の
で
あ
る
。
可
こ
の
よ
う
に
、
大
蔵
経
刊
刻
事
業
へ
の
紫
柏
の
関
わ
り
か
た
は
、
直
棋
接
的
と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
間
接
的
で
あ
る
。
し
か
し
、
か
か
る
ぽ
立
場
に
あ
っ
た
と
は
い
え
、
紫
柏
は
実
務
統
括
者
た
ち
の
共
通
の
師
撲
で
あ
り
、
彼
ら
の
中
心
的
存
在
で
あ
っ
た
。
と
な
る
と
、
ひ
る
が
え
っ
都
て
、
事
業
に
従
事
す
る
弟
子
た
ち
を
含
め
た
、
あ
ら
ゆ
る
衆
生
の
教
師
化
を
目
的
と
し
た
紫
柏
の
諸
教
示
が
、
一
連
の
事
業
を
意
識
し
つ
つ
鵬
展
開
さ
れ
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。
そ
こ
で
、
次
節
で
は
、
嘉
太
興
大
蔵
経
刊
刻
事
業
の
理
念
と
紫
柏
の
諸
教
示
と
の
関
係
に
焦
点
を
蔚
絞
り
、
事
業
理
念
に
規
定
さ
れ
つ
つ
展
開
さ
れ
た
、
そ
の
教
説
の
特
5
質
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
た
い
。
B
 
事
業
理
念
の
共
有
と
衆
生
教
化
の
教
説
さ
て
、
居
士
鴻
夢
禎
と
仏
教
と
の
出
会
い
は
、
彼
が
記
し
た
「
送
達
観
大
師
序
」
(
『
紫
柏
尊
者
別
集
』
附
録
N
ω
H
N
H
∞宏
1
5
に
よ
れ
ば
、
万
暦
三
年
(
一
五
七
五
)
頃
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
数
年
後
に
紫
柏
真
可
に
初
会
し
て
以
来
、
し
ば
し
ば
紫
柏
の
諒
陶
を
受
げ
た
と
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
潟
夢
禎
の
仏
教
観
の
形
成
に
は
、
紫
柏
の
影
響
力
が
大
き
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
鴻
夢
禎
は
、
万
暦
十
二
年
(
一
五
八
四
)
に
「
傍
厳
経
』
の
序
文
を
撰
述
し
た
際
、
紫
柏
の
「
但
だ
十
巻
の
経
文
を
将
て
読
み
て
熟
せ
ば
、
当
に
自
ら
入
処
有
る
べ
し
。
(
但
将
十
巻
経
文
読
熱
、
当
自
有
入
処
。
)
」
と
い
う
教
示
を
取
り
あ
げ
、
こ
の
教
一
部
を
踏
ま
え
て
、
「
熟
読
に
総
る
者
有
る
無
き
を
信
ず
。
(
信
無
有
総
於
熟
読
者
。
)
」
と
述
べ
て
い
る
(
『
快
雪
堂
集
』
巻
二
「
刻
首
拐
厳
経
序
」
)
。
す
な
わ
ち
、
紫
柏
の
教
示
を
契
機
に
、
経
文
の
熟
読
こ
そ
悟
入
の
た
め
の
最
善
の
方
法
で
あ
る
と
確
信
し
た
わ
け
で
あ
る
。
こ
れ
よ
り
約
二
年
後
の
、
万
暦
十
四
年
正
月
二
十
七
日
、
潟
夢
禎
は
、
「
刻
大
蔵
縁
起
」
を
撰
述
す
る
。
彼
は
、
こ
こ
で
、
「
党
焚
」
、
す
な
わ
ち
折
本
を
偏
重
す
る
立
場
か
ら
の
発
言
を
問
題
視
し
、
こ
れ
に
あ
な
た
対
抗
す
る
か
た
ち
で
、
「
子
は
尊
重
を
以
て
仏
事
と
為
す
も
、
我
は
流
通
を
以
て
仏
事
と
為
す
。
(
子
以
尊
重
為
仏
事
、
而
我
以
流
通
為
仏
事
。
)
」
と
述
べ
、
仏
典
流
通
を
使
命
と
す
る
自
己
の
立
場
を
明
言
し
6
た
。
か
か
る
表
明
を
行
な
う
に
あ
た
り
、
彼
は
、
「
繕
写
己
ま
ず
し
て
、
B
鍛
板
に
至
る
。
巻
軸
己
ま
ず
し
て
、
党
策
に
至
る
。
党
焚
己
ま
ず
し
て
、
方
冊
に
至
る
。
其
の
法
愈
い
よ
簡
愈
い
よ
便
に
し
て
、
流
通
愈
い
よ
広
し
。
(
繕
写
不
己
、
而
至
於
鍛
板
。
巻
軸
不
己
、
而
至
於
党
策
。
党
災
不
己
、
而
至
於
方
冊
。
其
法
愈
簡
愈
使
、
而
流
通
愈
広
突
。
)
」
と
記
し
、
書
籍
の
体
裁
の
変
遷
に
言
及
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
技
術
面
で
は
書
写
と
い
う
形
態
に
と
ど
ま
ら
ず
に
印
刷
に
至
り
、
形
式
面
で
は
巻
子
本
か
ら
折
本
を
経
て
方
冊
に
至
っ
た
結
果
、
書
籍
の
か
た
ち
は
簡
便
と
な
り
、
流
通
範
囲
は
格
段
に
広
が
っ
た
と
い
う
。
さ
ら
に
、
「
若
し
方
冊
既
に
行
な
は
る
れ
ば
、
山
限
・
海
隅
・
窮
郷
・
下
邑
も
、
蔵
経
を
有
す
る
能
は
ざ
る
を
患
へ
ず
。
抑
制
の
若
き
も
索
の
若
き
も
、
聡
明
暁
文
の
子
、
蔵
経
を
見
る
を
得
ざ
る
を
患
へ
ず
。
(
若
方
冊
既
行
、
山
限
海
隅
窮
郷
下
邑
、
不
思
不
能
有
蔵
経
。
若
絡
若
索
、
聡
明
暁
文
之
子
、
不
患
不
得
見
蔵
経
。
)
」
と
い
い
、
大
蔵
経
を
所
有
で
き
な
い
僻
地
の
嘆
き
や
、
こ
れ
を
閲
覧
で
き
な
い
僧
俗
の
憂
い
は
一
気
に
解
消
さ
れ
る
と
指
摘
す
る
。
溺
夢
禎
は
、
蔵
経
形
態
を
方
冊
へ
と
改
め
る
意
義
を
特
に
強
調
す
る
の
で
あ
る
。
以
上
の
事
例
か
ら
は
、
刊
刻
開
始
に
向
け
た
準
備
が
本
格
化
し
て
く
る
万
暦
十
四
年
以
前
の
段
階
か
ら
、
紫
柏
の
教
示
が
、
既
に
局
辺
の
居
士
た
ち
の
あ
い
だ
で
一
定
の
影
響
力
を
持
ち
は
じ
め
て
い
た
と
い
う
こ
と
、
そ
し
て
、
乙
れ
ら
紫
柏
の
諸
教
示
に
共
鳴
す
る
居
士
た
ち
の
う
ち
に
、
仏
典
を
流
通
さ
せ
て
仏
法
を
発
揚
せ
ん
と
す
る
一
種
の
使
命
感
が
培
わ
れ
、
こ
れ
が
方
冊
大
蔵
経
の
刊
刻
事
業
へ
と
結
実
し
て
い
っ
た
と
い
う
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
事
実
、
福
夢
禎
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
、
方
冊
化
の
有
効
性
を
指
摘
し
広
範
囲
に
わ
た
る
仏
典
の
流
通
を
求
め
る
言
説
は
、
紫
柏
と
親
交
が
深
い
人
々
や
、
紫
柏
に
弟
子
の
礼
を
執
っ
た
居
士
た
ち
を
中
心
に
、
万
暦
十
四
年
以
降
の
「
願
文
」
「
縁
起
」
類
の
な
か
に
数
多
く
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
。
つ
ま
り
、
仏
典
流
通
と
そ
れ
に
伴
う
仏
法
普
及
の
実
現
、
こ
れ
こ
そ
刊
刻
事
業
に
賛
同
す
る
居
士
た
ち
に
よ
っ
て
共
有
さ
れ
た
事
業
推
進
上
の
理
念
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
理
念
は
、
ま
さ
に
方
冊
大
蔵
経
の
誕
生
と
い
う
か
た
ち
で
表
面
化
し
て
く
る
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
こ
う
し
た
事
業
理
念
の
形
成
に
一
定
の
影
響
力
を
及
ぼ
し
た
と
推
測
さ
れ
る
紫
柏
自
身
に
も
、
方
冊
大
蔵
経
の
刊
刻
を
希
求
す
る
こ
れ
ら
諸
言
説
に
通
底
し
た
考
え
か
た
が
見
ら
れ
る
。
溺
夢
禎
の
「
刻
大
蔵
縁
起
」
提
出
と
時
期
を
同
じ
く
し
て
、
紫
柏
は
、
「
書
某
禅
人
募
刻
大
蔵
巻
後
」
を
撰
述
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
末
尾
に
お
い
て
、
「
薪
衆
ま
り
て
火
伝
は
ら
ざ
る
が
如
き
は
、
未
だ
之
れ
有
ら
ざ
る
な
り
。
仏
語
宏
く
伝
は
り
て
衆
生
白
心
を
明
ら
か
に
せ
ざ
る
も
、
亦
た
未
だ
之
れ
有
ら
ざ
る
な
り
。
(
知
薪
田
県
市
火
不
伝
者
、
未
之
有
也
。
仏
語
宏
伝
而
衆
生
不
明
白
心
者
、
亦
未
之
有
也
。
)
」
(
「
紫
柏
老
人
集
』
巻
八
日
N
H
H品
N
足
『
)
と
記
し
、
「
仏
語
巴
が
世
に
広
く
伝
わ
れ
ば
、
衆
生
は
「
自
心
」
を
閥
明
す
る
乙
と
が
で
き
る
と
説
い
た
。
ま
た
、
万
暦
十
七
年
七
月
撰
述
の
「
募
刻
大
蔵
疏
」
に
は
、
「
大
蔵
を
流
通
す
る
は
、
稀
濯
の
勝
因
な
れ
ば
、
或
い
は
貴
或
い
は
賎
、
共
に
堅
固
の
縁
を
成
し
、
親
と
無
く
疎
と
無
く
、
成
な
迎
ひ
難
き
の
想
な
を
作
し
、
終
は
り
ま
で
期
し
克
く
済
せ
ば
、
永
く
用
ひ
ら
れ
て
宣
流
せ
ん
。
(
流
通
大
蔵
、
稀
遜
勝
因
、
或
貴
或
賎
、
共
成
堅
固
之
縁
、
無
親
無
疎
、
成
作
難
道
之
想
、
終
期
克
済
、
永
用
宣
流
。
)
」
と
あ
り
、
仏
典
の
流
通
を
重
視
す
る
考
え
が
表
れ
て
い
る
。
そ
れ
で
は
、
そ
も
そ
も
、
紫
柏
の
な
か
で
、
仏
語
の
伝
播
と
自
心
の
悶
明
と
が
直
結
す
る
の
は
、
な
ぜ
な
の
か
。
右
の
「
書
某
禅
人
募
針
刻
大
蔵
巻
後
」
に
は
、
次
の
よ
う
な
件
り
が
見
え
る
。
し
る
体
夫
れ
大
蔵
は
仏
語
な
り
。
而
し
て
大
蔵
の
簸
す
所
の
者
は
、
仏
可
心
な
り
。
仏
語
は
薪
の
如
く
、
仏
心
は
火
の
如
し
。
薪
多
く
ん
Z
さ
か
ん
出
ば
則
ち
火
織
な
る
も
、
薪
尽
く
れ
ば
則
ち
火
伝
ふ
べ
か
ら
時
ず
。
火
伝
ふ
べ
か
ら
ざ
れ
ば
、
則
ち
生
を
変
じ
て
熟
と
為
し
、
業
暗
を
破
し
て
明
を
張
る
の
用
、
幾
ど
息
ま
ん
。
故
に
火
を
伝
ふ
知
る
は
必
ず
薪
に
待
ち
、
而
し
て
火
に
始
め
て
用
有
り
。
心
を
伝
州
ふ
る
は
必
ず
仏
語
に
合
し
、
而
し
て
心
に
始
め
て
疑
無
し
。
我
離
が
心
に
既
に
疑
無
く
ん
ば
、
仏
心
は
我
心
な
り
。
仏
心
我
心
な
大
れ
ば
、
則
ち
凡
そ
知
覚
有
る
者
、
執
か
仏
に
非
ざ
ら
ん
や
。
(
夫
期
大
蔵
仏
語
也
。
而
大
蔵
之
所
策
者
、
仏
心
也
。
仏
語
如
薪
、
仏
心
如
火
。
薪
多
則
火
織
、
薪
尽
則
火
不
可
伝
。
火
不
可
伝
、
則
変
生
為
熱
、
破
暗
張
明
之
用
、
幾
乎
息
失
。
故
伝
火
、
必
待
於
薪
、
87 
而
火
始
有
用
。
伝
心
必
合
於
仏
語
、
而
心
始
無
疑
。
我
心
既
無
疑
、
仏
心
我
心
也
。
仏
心
我
心
、
則
凡
有
知
覚
者
、
執
非
仏
耶
。
(
N
M
・HH
A
H
-
N宇
品
凶
)
大
蔵
経
は
仏
の
言
葉
で
あ
り
、
大
蔵
経
が
説
き
明
か
す
の
は
仏
の
心
で
あ
る
と
、
紫
柏
は
い
う
。
そ
し
て
、
「
仏
語
」
を
薪
に
、
「
仏
心
」
を
火
に
響
え
、
薪
が
存
在
す
る
こ
と
で
火
の
は
た
ら
き
が
あ
る
と
し
た
う
え
で
、
心
か
ら
心
に
伝
え
ら
れ
る
際
に
は
必
ず
「
仏
語
」
に
合
致
し
て
こ
そ
、
自
己
の
心
に
は
じ
め
て
一
点
の
疑
念
が
な
い
と
い
う
こ
と
、
し
た
が
っ
て
、
分
別
心
を
有
す
る
人
々
が
仏
た
り
得
る
こ
と
を
明
言
す
る
。
つ
ま
り
、
「
無
疑
」
な
る
「
我
心
」
の
顕
現
に
は
、
仏
説
、
あ
る
い
は
そ
れ
を
留
め
る
仏
典
と
そ
が
必
要
不
可
欠
な
の
で
あ
っ
た。
つ
づ
け
て
、
紫
柏
は
、
天
台
宗
の
教
義
な
ど
に
見
ら
れ
る
所
謂
三
因
仏
性
説
を
独
自
の
視
点
で
解
釈
し
て
い
る
。
「
書
某
禅
人
募
刻
大
蔵
巻
後
」
の
撰
述
に
先
立
つ
こ
と
約
二
年
前
、
陸
光
祖
は
、
既
に
「
募
刻
大
蔵
経
序
」
に
お
い
て
、
縁
困
仏
性
・
了
図
仏
性
・
正
因
仏
性
を
め
ぐ
る
こ
の
三
因
仏
性
説
に
一
言
及
し
て
お
り
、
紫
柏
は
、
こ
れ
を
踏
ま
え
た
の
で
あ
ろ
う
。
如
し
衆
生
正
困
仏
性
在
り
と
雌
も
、
縁
因
仏
性
之
を
黒
ず
る
を
得
ざ
れ
ば
、
則
ち
了
因
関
か
ず
。
了
図
閲
か
ざ
れ
ば
、
則
ち
正
因
終
に
得
て
復
せ
ず
。
是
に
由
り
て
言
へ
ば
、
縁
因
は
、
仏
語
な
り
。
了
因
は
、
仏
語
の
簸
す
所
の
者
な
り
。
正
因
は
、
則
88 
ち
衆
生
本
有
の
自
心
な
り
。
自
心
闇
よ
り
有
る
も
、
仏
語
之
を
伝
へ
、
了
因
之
を
了
す
る
を
得
ざ
れ
ば
、
自
心
固
よ
り
有
り
と
雌
も
、
終
に
用
ふ
る
能
は
ざ
る
な
り
。
正
に
火
在
る
も
薪
を
得
て
以
て
之
を
伝
へ
ざ
れ
ば
、
火
亦
た
終
に
得
て
用
ふ
べ
か
ら
ざ
る
が
如
き
な
り
。
是
の
故
に
自
心
を
用
ふ
る
に
志
有
る
者
は
、
必
ず
先
づ
仏
語
を
明
ら
か
に
す
。
夫
れ
自
心
明
ら
か
な
れ
ば
、
則
ち
往
く
と
し
て
明
に
非
ざ
る
は
無
し
。
(
如
衆
生
正
因
仏
性
雌
在
、
不
得
縁
因
仏
性
票
之
、
則
了
因
不
開
。
了
因
不
閥
、
則
正
因
終
不
得
而
復
失
。
由
是
而
一
吉
問
、
縁
園
、
仏
語
也
。
了
因
、
仏
語
之
所
第
者
也
。
正
因
、
則
衆
生
本
有
之
自
心
也
。
自
心
固
有
、
不
得
仏
語
伝
之
、
了
因
了
之
、
自
心
雌
固
有
、
終
不
能
用
也
。
正
如
火
在
而
不
得
薪
以
伝
之
、
火
亦
終
不
可
得
而
用
也
。
是
故
有
志
於
用
自
心
者
、
必
先
明
仏
語
。
夫
自
心
明
、
則
無
往
而
非
明
失
。
)
(
向
上
)
三
因
仏
性
説
は
、
紫
柏
に
と
っ
て
、
き
わ
め
て
重
要
な
教
学
的
言
説
で
あ
っ
た
。
紫
柏
は
、
各
々
に
「
正
因
仏
性
」
が
具
わ
っ
て
い
て
も
、
「
縁
因
仏
性
」
を
習
慣
的
に
植
え
つ
け
な
け
れ
ば
、
「
了
困
仏
性
」
は
啓
発
さ
れ
ず
、
し
た
が
っ
て
、
「
正
因
仏
性
」
も
本
来
の
状
態
に
は
一
戻一
ら
な
い
と
い
う
。
そ
し
て
、
こ
れ
に
沿
う
か
た
ち
で
、
仏
の
言
葉
を
「
縁
因
仏
性
」
に
、
仏
の
言
葉
が
説
き
示
す
こ
と
、
す
な
わ
ち
仏
心
を
「
了
因
仏
性
」
に
、
さ
ら
に
、
自
己
の
心
と
い
う
べ
き
衆
生
固
有
の
心
で
あ
る
「
自
心
」
を
「
正
因
仏
性
」
に
当
て
て
乙
れ
ら
を
具
体
的
に
規
定
す
る
。
そ
の
う
え
で
、
仏
の
言
葉
を
通
じ
て
仏
心
を
悟
る
こ
と
が
な
け
れ
ば
、
各
々
が
固
有
の
心
を
具
え
て
い
て
も
、
そ
う
し
た
状
態
の
ま
ま
に
心
を
は
た
ら
か
せ
る
と
と
は
で
き
な
い
と
説
く
。
「
有
志
於
用
自
心
者
、
必
先
明
仏
語
」
と
い
う
一
節
に
も
端
的
に
示
さ
れ
る
と
お
り
、
仏
心
の
発
露
と
い
う
か
た
ち
で
「
自
心
」
を
は
た
ら
か
せ
る
に
は
、
仏
心
を
説
き
明
か
す
「
仏
罰
巴
の
把
握
が
最
優
先
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
紫
柏
は
、
仏
説
の
重
要
性
を
強
調
し
、
そ
れ
を
端
緒
と
す
る
仏
心
の
発
現
を
説
く
と
い
う
こ
と
に
、
衆
生
教
化
の
主
眼
を
置
い
た
。
仏
語
の
伝
播
と
自
心
の
悶
明
と
が
、
紫
柏
の
な
か
で
当
然
の
よ
う
に
結
び
つ
く
の
は
、
こ
の
た
め
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
よ
り
多
く
の
衆
生
に
か
か
る
機
会
を
提
供
し
得
る
と
い
う
意
味
で
、
広
範
囲
に
わ
た
る
流
通
を
実
現
す
る
方
冊
は
、
紫
柏
に
と
っ
て
最
適
な
蔵
経
形
態
で
あ
っ
た
。
撰
述
時
期
は
不
明
な
が
ら
、
紫
柏
が
記
し
た
文
章
に
「
刻
蔵
縁
起
」
が
あ
苧
こ
こ
で
、
紫
柏
は
、
「
方
冊
は
卑
俗
だ
」
と
す
る
声
三
績
に
入
れ
つ
つ
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
金
玉
は
尊
重
な
る
も
、
則
ち
以
て
生
に
資
す
べ
か
ら
ず
。
米
麦
は
金
玉
の
尊
重
な
る
に
如
か
ず
と
雌
も
、
然
れ
ど
も
以
て
生
を
養
ふ
ベ
し
。
使
し
党
焚
尊
重
な
り
と
錐
も
、
而
も
其
の
意
を
解
せ
ざ
れ
ば
、
則
ち
之
を
尊
ぶ
も
何
ぞ
益
あ
ら
ん
。
使
し
方
冊
尊
重
な
ら
ず
と
維
も
、
価
軽
く
し
て
造
り
易
き
を
以
て
之
を
流
せ
ば
、
必
ず
万
普
の
中
に
湾
く
す
。
宣
に
一
二
人
の
み
其
の
義
趣
を
解
す
る
者
無
か
ら
ん
や
。
(
金
玉
尊
重
、
則
不
可
以
資
生
。
米
麦
雌
不
如
金
玉
之
尊
重
、
然
可
以
養
生
。
使
党
焚
雌
尊
重
、
而
不
解
其
意
、
則
尊
之
何
益
。
使
方
冊
雌
不
尊
重
、
以
価
軽
易
造
流
之
、
必
博
子
万
普
之
中
。
量
無
一
二
人
解
其
義
趣
者
乎
。
)
仏
典
そ
の
も
の
に
外
見
上
の
立
派
さ
を
求
め
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
生
命
に
資
し
て
養
う
「
米
麦
」
と
み
な
す
視
点
を
、
紫
柏
は
提
示
す
る
。
そ
し
て
、
仏
の
教
え
の
真
髄
を
理
解
把
握
す
る
こ
と
な
し
に
り
や
《
は
、
ど
ん
な
に
体
裁
が
立
派
な
仏
典
を
尊
重
し
た
と
こ
ろ
で
利
益
は
到
な
い
と
い
う
。
仏
説
の
血
肉
化
を
目
的
と
し
た
仏
典
の
活
用
を
説
く
体
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
蔵
経
形
態
は
、
流
通
に
適
し
た
方
冊
可
こ
そ
が
相
応
し
い
。
価
格
の
手
ご
ろ
さ
と
印
造
の
し
や
す
き
に
よ
り
欄
仏
典
が
流
通
し
、
群
衆
の
な
か
に
行
き
渡
る
こ
と
で
、
そ
う
し
た
な
掛
か
か
ら
仏
説
の
趣
意
を
汲
み
と
る
者
が
出
現
し
て
く
る
こ
と
を
、
紫
業
柏
は
確
信
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
問
時
さ
て
、
恐
ら
く
事
業
当
初
か
ら
嘉
興
大
蔵
経
に
入
蔵
さ
れ
る
こ
と
叶
1
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(
刊
〕
制
に
な
っ
て
い
た
、
宋
代
の
禅
僧
党
範
慧
洪
の
文
集
『
石
門
文
字
禅
』
の
鵬
刊
刻
が
万
麿
二
十
五
年
(
一
五
九
七
)
に
完
了
し
、
紫
柏
は
、
「
石
門
大
文
字
禅
序
」
を
撰
述
す
る
。
そ
乙
で
は
、
菩
提
達
磨
が
主
唱
し
た
と
町
制
さ
れ
る
「
不
立
文
字
」
を
、
博
開
多
識
の
者
た
ち
へ
の
応
病
投
薬
的
9
教
示
と
し
て
と
ら
え
、
「
文
字
」
が
「
禅
」
の
外
部
に
追
い
や
ら
れ
た
B
結
果
、
「
文
字
」
と
「
禅
」
と
が
隔
絶
さ
れ
て
き
た
と
批
判
し
、
次
の
よ
う
に
記
す
。
禅
を
学
ぶ
者
は
義
を
精
し
く
す
る
を
務
め
ず
、
文
字
を
学
ぶ
者
は
心
を
了
す
る
を
務
め
ず
。
夫
れ
義
精
し
か
ら
ざ
れ
ば
、
則
ち
心
了
す
る
も
光
大
な
ら
ず
。
義
を
精
し
く
す
る
も
心
を
了
せ
ざ
れ
ば
、
則
ち
文
字
終
に
神
に
入
ら
ず
。
[
中
略
]
鳴
呼
、
以
て
思
ふ
ベ
し
。
蓋
し
禅
は
春
の
如
し
。
文
字
は
則
ち
花
な
り
。
春
は
花
に
在
れ
ば
、
全
花
是
れ
春
な
り
。
花
は
春
に
在
れ
ば
、
全
春
是
れ
花
な
り
。
而
し
て
禅
と
文
字
と
二
有
り
と
日
は
ん
や
。
故
ぽ
ι
つ
か
っ
に
徳
山
・
臨
済
の
棒
喝
交
ご
も
馳
す
る
こ
と
、
未
だ
嘗
て
文
字
に
非
ず
ん
ば
あ
ら
ざ
る
な
り
。
清
涼
・
天
台
の
経
を
疏
し
論
を
造
る
こ
と
、
未
だ
嘗
て
禅
に
非
ず
ん
ば
あ
ら
ざ
る
な
り
。
而
し
て
禅
と
文
字
と
二
有
り
と
臼
は
ん
や
。
(
学
禅
者
不
務
精
義
、
学
文
字
者
不
務
了
心
。
夫
義
不
精
、
則
心
了
而
不
光
大
。
精
義
而
不
了
心
、
則
文
字
終
不
入
神
。
[
中
略
]
鳴
呼
、
可
以
思
突
。
蓋
禅
如
春
也
。
文
字
則
花
也
。
春
在
於
花
、
全
花
是
春
。
花
在
於
春
、
全
春
是
花
。
而
回
禅
与
文
字
有
二
乎
哉
。
故
徳
山
臨
済
棒
喝
交
馳
、
来
嘗
非
文
字
也
。
清
涼
天
台
疏
経
造
論
、
未
嘗
非
禅
也
。
而
日
禅
与
文
{
主
但
二
乎
哉
。
)
(
『
紫
柏
老
人
集
』
巻
七
「
石
門
文
字
禅
序
」
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こ
こ
に
所
謂
「
文
字
」
と
は
、
「
疏
経
造
論
」
が
乙
れ
に
対
応
し
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
も
、
経
典
の
所
説
に
沿
っ
て
仏
の
真
意
を
把
握
す
る
こ
と
を
目
指
す
教
相
仏
教
、
広
義
に
は
、
そ
う
し
た
仏
教
的
真
理
。
を
説
き
明
か
す
べ
く
駆
使
さ
れ
る
字
旬
、
す
な
わ
ち
仏
典
上
の
文
字
9
言
語
を
意
味
す
る
と
解
せ
よ
う
。
紫
柏
は
、
仏
典
に
説
き
示
さ
れ
る
真
義
を
極
め
て
い
か
な
け
れ
ば
、
心
を
悟
っ
た
と
こ
ろ
で
効
果
な
く
、
ま
た
、
真
義
を
極
め
て
い
っ
た
と
こ
ろ
で
心
を
悟
る
こ
と
が
な
け
れ
ば
、
一
字
一
句
も
霊
妙
の
域
に
は
入
っ
て
こ
な
い
と
指
摘
す
る
。
仏
教
的
真
理
の
体
得
を
目
指
す
学
人
に
と
っ
て
、
「
文
字
」
と
「
禅
」
と
は
相
即
不
離
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
説
く
の
で
あ
る
。
紫
柏
は
、
大
蔵
経
刊
刻
事
業
の
一
環
で
あ
っ
た
『
石
門
文
字
禅
」
の
上
梓
に
際
し
、
そ
の
序
文
を
記
し
、
み
ず
か
ら
が
敬
慕
し
て
や
ま
な
い
覚
範
慧
洪
に
託
す
か
た
ち
で
、
「
文
字
」
が
不
可
欠
で
あ
る
と
す
る
自
説
を
先
鋭
化
し
問
。
こ
こ
で
、
万
暦
十
四
年
(
一
五
八
六
)
に
紫
柏
が
撰
述
し
た
「
書
某
禅
人
募
刻
大
蔵
巻
後
」
を
振
り
返
る
と
、
「
自
心
を
用
ふ
る
に
志
有
る
者
は
、
必
ず
先
づ
仏
語
を
明
ら
か
に
す
」
と
い
う
一
節
に
も
端
的
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
紫
柏
は
、
「
自
心
」
に
仏
心
を
顕
現
さ
せ
て
運
用
す
る
た
め
に
は
、
先
ず
「
仏
革
巴
を
把
握
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
説
く
。
一
方
、
「
石
門
文
字
禅
序
」
で
は
、
心
を
悟
る
こ
と
を
第
一
義
と
し
て
禅
を
学
ぶ
者
に
と
っ
て
も
、
あ
る
い
は
、
仏
典
の
所
説
を
極
め
て
い
く
ζ
と
を
第
一
義
と
し
て
文
字
を
学
ぶ
者
に
と
っ
て
も
、
ヲ
」
れ
ら
「
精
義
」
と
「
了
心
」
双
方
の
実
践
が
必
要
で
あ
る
と
す
る
。
こ
の
よ
う
に
、
「
書
某
禅
人
募
刻
大
蔵
巻
後
」
と
「
石
門
文
字
禅
序
」
の
教
示
を
考
え
あ
わ
せ
る
と
、
そ
の
主
張
が
十
年
以
上
を
経
た
の
ち
も
一
貫
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
分
か
る
。
紫
柏
は
、
仏
典
の
内
容
を
理
解
し
て
、
そ
こ
に
説
き
示
さ
れ
る
真
義
を
把
握
す
る
と
い
う
実
践
を
修
道
過
程
に
組
み
込
ん
だ
。
仏
心
の
発
現
に
は
仏
説
へ
の
透
徹
が
不
可
欠
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
仏
典
が
重
要
で
あ
る
と
す
る
教
示
は
、
紫
柏
に
多
く
見
ら
れ
、
教
説
の
軸
を
な
す
主
張
で
あ
る
。
ま
た
、
紫
柏
は
、
そ
の
準
備
段
階
か
ら
符
余
曲
折
す
る
刊
刻
事
業
を
牽
引
し
得
る
強
固
な
理
念
、
す
な
わ
ち
、
仏
典
流
通
と
仏
法
普
及
の
実
現
を
目
指
す
と
い
う
理
念
を
、
鴻
夢
禎
を
は
じ
め
、
事
業
に
賛
同
す
る
居
士
た
ち
と
と
も
に
早
い
時
期
か
ら
共
有
し
た
。
つ
ま
り
、
少
な
く
と
も
万
暦
十
四
年
以
降
、
紫
柏
の
諸
教
示
は
、
事
業
理
念
を
踏
ま
え
つ
つ
、
実
に
こ
れ
に
呼
応
す
る
か
た
ち
で
展
開
さ
れ
た
と
い
え
る
の
で
あ
る
。
大
蔵
経
刊
刻
事
業
に
参
商
し
た
人
々
の
ほ
ぽ
全
員
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
確
か
に
、
紫
柏
も
ま
た
、
「
使
し
方
冊
尊
重
な
ら
ず
と
離
も
、
価
軽
く
し
て
造
り
易
き
を
以
て
之
を
流
せ
ば
、
必
ず
万
普
の
中
に
湾
く
す
。
」
(
「
刻
蔵
縁
起
」
)
と
し
て
方
冊
化
の
有
効
性
を
語
り
、
「
刻
蔵
の
挙
の
如
き
は
、
正
に
所
謂
縁
因
仏
性
な
る
の
み
。
」
(
『
紫
柏
老
人
集
』
巻
十
二
「
与
呉
臨
川
始
光
居
士
」
N
N
H
H
品
'ω
句
。
)
と
し
て
事
業
の
意
義
を
語
る
。
し
か
し
、
注
目
す
べ
き
は
、
参
画
者
と
共
有
す
る
事
業
理
念
に
沿
っ
て
、
紫
柏
が
、
仏
語
の
伝
播
を
見
据
え
つ
つ
、
仏
典
を
媒
介
と
し
た
自
心
の
開
明
の
必
要
性
に
つ
い
て
繰
り
返
し
説
い
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
紫
柏
に
よ
っ
て
嘉
興
大
蔵
経
の
刊
刻
事
業
が
言
及
さ
れ
る
際
、
そ
こ
で
な
さ
れ
る
発
言
や
議
論
と
い
っ
た
も
の
は
、
蔵
経
形
態
方
冊
化
の
有
効
性
を
強
調
し
よ
う
と
す
る
、
あ
る
い
は
、
事
業
そ
の
も
の
の
意
義
を
明
確
化
す
る
こ
と
で
事
業
の
宣
揚
を
図
ろ
う
と
す
る
言
説
で
あ
っ
た
と
い
う
以
上
に
、
仏
教
徒
の
立
場
か
ら
な
さ
れ
た
、
心
を
め
ぐ
る
、
衆
生
教
化
を
目
的
と
す
る
言
説
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
四
募
縁
方
法
を
め
ぐ
る
見
解
の
相
違
紫
柏
真
可
は
、
仏
典
流
通
と
仏
法
普
及
の
実
現
を
目
指
す
と
い
う
例
理
念
を
居
士
た
ち
と
共
有
す
る
と
と
も
に
、
仏
語
の
伝
播
を
見
据
え
本
た
自
心
の
開
明
を
説
き
つ
づ
け
た
。
い
わ
ば
、
仏
典
流
通
対
応
型
の
可
諸
教
示
を
展
開
し
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。
し
か
し
、
一
方
で
、
先
行
概
研
究
が
既
に
指
摘
す
る
と
お
り
、
事
業
推
進
上
、
紫
柏
と
居
士
た
ち
品
目
と
の
あ
い
だ
に
は
、
た
と
え
ば
募
縁
方
法
を
め
ぐ
る
見
解
の
相
違
な
知
ど
が
見
ら
れ
た
こ
と
も
事
実
で
あ
お
。
一
泊
万
暦
十
二
年
(
一
五
八
四
)
元
日
、
各
種
募
縁
文
に
先
駆
け
て
「
募
州
刻
大
蔵
経
序
」
を
撰
述
し
た
陸
光
祖
は
、
「
余
老
い
た
り
。
三
十
載
蹴
を
須
つ
能
は
ず
。
旦
暮
に
璽
や
か
に
之
を
成
す
を
願
ふ
な
り
。
(
余
老
大
失
。
不
能
須
三
十
載
。
願
旦
暮
一
盤
成
之
也
。
)
」
と
述
べ
、
大
蔵
経
の
窮
早
期
完
成
を
願
っ
た
。
陸
光
祖
の
序
文
撰
述
か
ら
約
二
年
後
の
同
十
四
年
の
春
、
密
蔵
道
関
は
、
燕
都
滞
在
中
に
侍
金
沙
居
士
ら
と
協
議
9
し
、
篤
信
の
居
士
十
人
の
出
資
を
中
心
と
し
て
、
こ
の
十
人
が
各
々
三
人
の
支
援
者
を
確
保
し
、
毎
年
合
計
四
十
人
か
ら
出
資
を
募
る
と
い
う
募
縁
方
法
を
考
案
し
た
。
事
業
の
実
質
的
責
任
者
と
な
っ
て
閑
も
な
い
密
蔵
が
、
か
か
る
募
縁
方
法
を
打
ち
だ
し
た
の
は
、
陸
光
祖
の
願
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
事
業
協
力
者
の
数
が
予
想
以
上
に
少
な
か
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
密
蔵
が
責
任
者
に
就
任
し
た
万
暦
十
四
年
以
降
、
事
業
へ
の
協
力
を
表
明
す
る
居
士
た
ち
が
次
第
に
増
え
は
じ
め
、
大
蔵
経
の
早
期
完
成
と
い
う
陸
光
祖
の
願
い
は
、
彼
ら
が
撰
述
す
る
「
願
文
」
や
「
縁
起
」
に
共
通
の
願
い
と
し
て
表
面
化
し
て
く
る
。
そ
し
て
、
早
期
完
成
に
か
げ
る
、
か
か
る
熱
意
は
、
漏
夢
禎
の
門
人
で
紫
柏
の
高
足
で
も
あ
っ
た
子
玉
立
に
お
い
て
も
、
や
は
り
強
か
っ
た
。
子
玉
立
は
、
万
暦
十
五
年
元
日
に
撰
述
し
た
「
贈
幻
余
密
蔵
二
師
唱
縁
刻
大
蔵
序
」
の
な
か
で
、
衆
生
が
被
る
苦
難
の
輪
廻
も
仏
法
の
潤
い
に
浸
る
と
と
で
断
ち
切
る
ニ
と
が
で
き
る
と
い
い
、
さ
ら
に
、
「
早
き
を
得
る
こ
と
一
刻
那
を
快
と
為
す
。
然
れ
ど
も
虚
に
怒
り
て
実
も
と
あ
ま
ね
を
寅
む
る
は
、
蓋
し
功
を
為
し
難
し
。
縁
を
為
す
に
普
く
ん
ば
、
則
ち
又
た
晩
き
な
り
。
(
得
早
一
利
那
為
快
。
然
溶
虚
責
実
、
蓬
難
為
功
。
普
於
為
縁
、
則
又
晩
也
。
)
」
と
い
う
。
大
蔵
経
の
完
成
は
一
瞬
で
も
早
い
ほ
う
が
よ
い
と
し
な
が
ら
も
、
事
業
費
の
調
達
な
し
に
性
急
に
成
果
を
求
め
る
の
で
は
成
功
は
難
し
く
、
広
く
縁
を
募
っ
て
い
た
の
で
は
、
さ
ら
に
完
成
が
遅
く
な
る
と
憂
慮
し
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
彼
は
、
江
南
地
方
の
一
部
居
士
ら
と
と
も
に
普
い
あ
い
、
資
財
を
投
2
じ
て
大
蔵
経
の
早
期
完
成
を
図
っ
た
と
さ
れ
る
。
9
と
こ
ろ
が
、
子
玉
立
本
人
か
ら
一
連
の
経
緯
を
聞
い
た
紫
柏
の
反
応
は
、
決
し
て
芳
し
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
つ
づ
げ
て
、
乙
の
「
贈
幻
余
密
蔵
二
師
唱
縁
刻
大
蔵
序
」
に
は
、
こ
う
記
さ
れ
て
い
る
。
師
晩
然
と
し
て
歎
を
為
し
て
、
謂
ふ
「
是
れ
最
勝
の
仏
事
な
る
の
み
。
何
ぞ
格
量
の
心
を
以
て
之
に
当
た
る
を
得
ん
や
。
夫
れ
一
毛
の
施
、
一
飯
の
供
も
、
終
に
壊
滅
せ
ず
。
況
ん
や
資
財
を
以
て
法
鼓
を
振
る
へ
ば
、
則
ち
両
施
は
円
収
す
。
放
に
是
に
於
て
せ
ば
而
ち
或
い
は
一
滴
一
座
、
一
願
一
力
、
微
な
る
も
一
讃
歎
に
至
る
。
又
た
然
ら
ざ
れ
ば
、
以
て
無
心
に
し
て
聞
く
も
、
有
の
意
に
し
て
誘
る
に
至
ら
ん
。
即
ひ
一
大
蔵
教
未
だ
波
澗
を
暢
ベ
す
で
ざ
る
も
、
衆
生
の
八
識
固
に
、
業
己
に
大
い
に
是
の
事
有
り
。
奈
何
ん
ぞ
無
辺
の
因
を
以
て
、
狭
劣
の
想
を
作
さ
ん
や
。
則
ち
策
を
定
め
て
広
く
募
れ
」
と
。
(
師
明
然
為
歎
、
謂
是
最
勝
仏
事
爾
。
何
得
以
格
量
心
当
之
。
夫
一
毛
之
施
、
一
飯
之
供
、
終
不
壊
滅
。
況
以
資
財
振
法
鼓
、
則
両
施
円
収
。
故
於
是
而
或
一
滴
一
座
、
一
願
一
力
、
微
而
至
於
一
讃
歎
。
又
不
然
、
以
至
於
無
心
而
問
、
有
意
而
誘
。
即
一
大
蔵
教
未
暢
波
測
、
而
衆
生
八
識
回
、
業
己
大
有
是
事
。
奈
何
以
無
辺
困
、
作
狭
劣
想
乎
。
則
定
策
広
募
。
)
子
玉
立
に
よ
れ
ば
、
紫
柏
は
、
大
蔵
経
の
刊
刻
事
業
こ
そ
最
も
優
れ
た
仏
事
で
あ
り
、
「
格
量
心
」
、
す
な
わ
ち
、
あ
れ
こ
れ
推
し
量
る
心
で
も
っ
て
こ
の
事
業
に
取
り
組
む
こ
と
は
で
き
な
い
と
述
べ
た
と
さ
れ
る
。
紫
柏
は
、
そ
も
そ
も
一
毛
の
布
施
も
一
飯
の
供
養
も
決
し
て
壊
れ
る
こ
と
は
な
く
、
ま
し
て
や
資
財
に
よ
っ
て
仏
法
を
発
揚
す
る
な
ら
、
そ
こ
に
法
施
と
財
施
の
双
方
を
円
満
な
か
た
ち
で
収
め
る
乙
と
が
で
き
る
と
確
信
し
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
「
一
滴
一
座
」
「
一
願
一
力
」
と
い
っ
た
僅
か
な
布
施
や
供
養
か
ら
で
も
仏
法
を
讃
歎
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
り
、
ま
た
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
ひ
た
す
ら
仏
祖
の
教
え
に
耳
を
傾
け
て
も
、
意
識
を
は
た
ら
か
せ
る
や
い
な
や
仏
法
を
誇
る
羽
目
に
な
っ
て
し
ま
う
と
と
に
な
る
と
説
く
。
つ
ま
り
、
大
蔵
経
の
早
急
な
完
成
、
そ
の
こ
と
自
体
に
拘
る
子
玉
立
に
対
し
、
紫
柏
は
、
布
施
や
供
養
の
多
寡
と
い
う
問
題
を
離
れ
、
む
し
ろ
、
こ
う
し
た
功
徳
を
き
っ
か
げ
と
し
て
、
人
々
の
う
ち
に
仏
法
へ
の
限
り
な
い
讃
嘆
を
喚
起
せ
し
め
る
こ
と
に
重
点
を
置
い
た
。
そ
の
た
め
、
紫
柏
は
、
衆
生
の
八
識
中
に
は
、
「
固
定
事
」
、
す
な
わ
ち
仏
性
が
既
に
具
わ
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
子
玉
立
が
刊
刻
事
業
へ
の
参
加
協
力
と
い
う
善
行
を
も
っ
て
狭
劣
な
考
え
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
と
非
難
す
る
。
そ
し
て
、
募
縁
対
象
を
一
部
の
人
々
に
限
定
し
て
し
ま
う
子
玉
立
の
「
速
成
」
の
主
張
を
批
判
す
る
か
た
ち
で
、
よ
り
多
く
の
人
々
に
参
加
協
力
を
呼
び
か
け
る
「
広
募
」
と
い
う
募
縁
方
法
を
唱
え
た
。も
ち
ろ
ん
、
紫
柏
は
、
衆
生
の
苦
難
を
断
ち
切
る
べ
く
大
蔵
経
の
速
成
を
発
願
し
た
子
玉
立
の
熱
意
そ
の
も
の
を
否
定
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
そ
う
で
は
な
く
、
彼
が
大
蔵
経
の
速
成
を
最
優
先
す
る
あ
ま
り
、
結
果
的
に
募
縁
者
を
限
定
し
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
こ
と
を
危
倶
す
る
の
で
あ
る
。
紫
柏
の
批
判
に
対
し
、
子
玉
立
は
、
紫
柏
と
の
潟
を
埋
め
る
べ
く
、
善
信
の
士
、
余
の
速
成
す
る
所
以
の
心
を
憐
み
、
吾
が
師
の
広
募
す
る
所
以
の
願
ひ
に
感
ず
れ
ば
、
将
に
必
ず
や
槍
駕
と
し
て
悲
し
み
、
烈
鷲
と
し
て
奮
ひ
て
、
思
惟
に
入
ら
ず
し
て
真
心
の
自
ら
勧
む
る
者
有
ら
ん
と
せ
ん
。
(
善
信
之
士
、
憐
余
所
以
速
成
之
心
、
感
於
吾
師
所
以
広
募
之
願
、
将
必
有
槍
鷲
而
悲
、
烈
震
而
奮
、
不
入
思
惟
市
真
心
自
勧
者
。
)
(
向
上
)
れ
劃
と
述
べ
た
。
「
速
成
」
へ
の
思
い
を
汲
み
つ
つ
、
紫
柏
の
「
広
募
」
の
本
願
い
に
も
共
感
す
る
よ
う
人
々
を
促
し
、
真
心
の
勧
め
に
応
じ
て
事
可
業
に
参
画
す
る
者
が
現
れ
る
こ
と
を
望
ん
だ
の
で
あ
る
。
糊
こ
の
よ
う
に
、
本
師
紫
柏
の
主
張
を
尊
重
し
つ
つ
、
子
玉
立
は
、
「
速
時
成
」
と
「
広
募
」
の
共
存
を
図
っ
た
が
、
一
方
、
「
広
募
」
を
主
張
す
業
る
紫
柏
の
考
え
は
、
こ
れ
以
降
も
全
く
揺
ら
ぐ
こ
と
は
な
か
っ
た
。
た
加
と
え
ば
、
万
暦
十
七
年
(
一
五
八
九
)
の
「
募
刻
大
蔵
疏
」
で
は
、
紫
例
柏
は
、
仏
法
僧
の
至
恩
に
報
い
る
べ
く
、
密
蔵
と
幻
予
が
経
律
論
全
蹄
蔵
の
刊
刻
を
誓
っ
た
と
し
、
次
の
よ
う
に
い
う
。
次
力
微
な
れ
ば
而
ち
願
ひ
を
満
た
す
こ
と
娘
し
と
為
す
も
、
事
期
勝
れ
ば
而
ち
資
植
は
須
ら
く
普
か
る
べ
し
。
或
い
は
十
函
五
函
、
縁
を
量
り
て
刻
を
袈
し
、
或
い
は
一
部
両
部
、
意
に
随
ひ
て
成
よ
る
こ
る
を
楽
ぶ
。
大
地
の
慈
雲
、
普
天
の
甘
露
な
り
。
一
字
の
功
も
、
93 
之
を
賛
揚
す
る
己
と
尽
く
る
乙
と
莫
く
、
半
備
の
益
も
、
之
を
思
議
す
る
乙
と
窮
め
難
し
。
(
力
微
而
満
願
為
娘
、
事
勝
而
資
檀
須
普
。
或
十
函
五
函
、
量
縁
而
袈
刻
、
或
一
部
両
部
、
随
意
而
楽
成
。
大
地
慈
雲
、
普
天
甘
露
。
一
字
之
功
、
賛
揚
之
莫
尽
、
半
偶
之
益
、
思
議
之
難
窮
。
)
全
蔵
完
成
の
願
い
を
成
就
す
る
の
は
困
難
だ
と
し
て
も
、
勝
れ
た
事
業
な
の
で
、
費
用
は
必
ず
普
く
募
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
、
紫
柏
は
い
う
。
十
函
で
あ
れ
五
函
で
あ
れ
、
募
縁
の
多
少
次
第
で
刊
刻
し
、
一
部
で
あ
れ
二
部
で
あ
れ
、
ま
ま
に
完
成
を
喜
ぶ
。
一
字
だ
け
の
功
徳
で
あ
っ
て
も
賞
讃
さ
れ
る
乙
と
限
り
な
く
、
半
偶
が
も
た
ら
り
や
〈
す
利
益
で
あ
っ
て
も
測
り
知
れ
な
い
、
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
紫
柏
は
、
前
節
で
既
に
引
い
た
「
大
蔵
を
流
通
す
る
は
、
稀
潜
の
勝
因
な
れ
ば
、
或
い
は
貴
或
い
は
賎
、
共
に
堅
固
の
縁
を
成
し
、
親
と
無
く
疎
と
無
く
、
成
な
遭
ひ
難
き
の
想
を
作
し
、
終
は
り
ま
で
期
し
克
く
済
せ
ば
、
永
く
用
ひ
ら
れ
て
宣
流
せ
ん
」
の
一
文
を
も
っ
て
、
こ
の
文
章
を
締
め
括
っ
て
い
る
。
身
分
の
貴
賎
や
仏
法
へ
の
親
疎
を
問
わ
ず
、
あ
ら
ゆ
る
人
々
が
貴
重
な
機
会
に
巡
り
過
え
た
こ
と
に
思
い
を
い
た
し
、
事
業
が
完
了
す
る
ま
で
全
蔵
の
完
成
を
期
し
て
従
事
す
る
な
ら
、
蔵
経
経
典
は
恒
久
に
用
い
ら
れ
て
流
布
す
る
で
あ
ろ
う
と
記
す
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
紫
柏
か
ら
す
れ
ば
、
た
と
え
布
施
の
額
が
僅
か
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
限
り
な
い
賞
讃
と
測
り
知
れ
な
い
利
益
の
双
方
を
享
受
す
る
機
会
が
、
事
業
へ
の
協
力
と
い
4
う
か
た
ち
で
、
あ
ら
ゆ
る
人
々
に
開
か
れ
て
い
な
げ
れ
ば
な
ら
な
9
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
よ
り
多
く
の
人
々
の
参
画
こ
そ
、
紫
柏
が
当
初
か
ら
堅
持
す
る
願
い
で
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
「
速
成
」
の
思
い
を
汲
み
つ
つ
「
広
募
」
の
願
い
に
共
感
す
る
よ
う
呼
び
か
け
た
子
玉
立
は
、
「
思
抽
出
に
入
ら
ず
し
て
真
心
の
自
ら
勧
む
る
者
有
ら
ん
と
せ
ん
」
と
い
う
。
こ
れ
は
、
「
何
得
以
格
量
心
当
之
」
と
か
「
奈
何
以
無
辺
困
、
作
狭
劣
想
乎
」
と
い
っ
た
紫
柏
の
批
判
の
矛
先
が
、
「
虚
に
掘
削
り
て
実
を
寅
む
る
も
、
蓋
し
功
を
為
し
難
し
。
普
く
縁
を
為
す
に
於
て
は
、
則
ち
又
た
晩
き
な
り
」
な
ど
と
募
縁
方
法
を
め
ぐ
っ
て
様
々
に
思
い
を
め
ぐ
ら
せ
た
、
み
ず
か
ら
の
心
の
あ
り
ょ
う
へ
と
向
い
て
い
る
こ
と
を
、
子
玉
立
自
身
が
自
覚
し
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
そ
も
そ
も
、
紫
柏
が
「
広
募
」
を
主
張
す
る
の
は
、
布
施
や
供
養
の
多
寡
は
も
ち
ろ
ん
、
大
蔵
経
の
早
期
完
成
な
ど
と
は
全
く
別
の
問
題
に
重
要
な
意
義
を
見
い
だ
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
子
玉
立
の
発
一
号
一
一
回
に
も
示
唆
さ
れ
る
と
お
り
、
紫
柏
は
、
布
施
や
供
養
を
行
な
う
際
の
施
主
の
心
の
あ
り
ょ
う
を
本
位
と
す
る
の
で
あ
る
。
大
蔵
経
刊
刻
事
業
が
話
題
と
な
る
際
、
布
施
や
供
養
を
行
な
う
主
体
の
側
に
重
点
を
置
く
紫
柏
の
、
こ
う
し
た
考
え
か
た
は
、
万
暦
十
五
年
よ
り
時
期
的
に
や
や
下
る
同
二
十
二
年
頃
の
「
法
語
」
に
も
一
層
は
っ
き
り
と
し
た
か
た
ち
で
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
この
こ
の
「
法
語
」
に
お
い
て
、
紫
柏
は
、
「
比
ご
ろ
径
山
に
て
大
蔵
を
刻
す
」
と
し
て
、
刊
刻
事
業
に
言
及
し
、
仏
典
刊
刻
に
携
わ
る
人
々
の
う
ち
に
、
利
益
に
考
え
を
め
ぐ
ら
せ
て
仏
法
を
願
み
な
い
者
(
「
有
計
利
而
不
計
法
者
」
)
と
、
仏
法
に
考
え
を
め
ぐ
ら
せ
て
利
益
を
顧
み
な
い
者
(
「
有
計
法
而
不
計
利
者
」
)
と
が
存
在
す
る
乙
と
を
指
摘
し
て
い
る
(
『
紫
柏
老
人
集
』
巻
一
N
N
H
H
F
Z
E
)
。
さ
ら
に
、
自
分
自
身
と
一
族
の
利
益
事
受
を
目
的
と
し
て
仏
典
を
刊
刻
せ
ん
と
す
る
態
度
を
前
者
に
、
絶
対
の
真
理
に
到
達
す
る
図
を
植
え
る
こ
と
で
苦
難
か
ら
出
離
せ
ん
と
す
る
態
度
を
後
者
に
見
い
だ
す
。
そ
し
て
、
前
者
に
比
べ
て
後
者
が
評
価
さ
れ
が
ち
な
一
般
的
見
解
と
は
異
な
り
、
次
の
よ
う
な
見
解
を
提
示
す
る
。
達
観
道
人
は
則
ち
然
ら
ず
。
法
を
計
る
は
困
よ
り
利
を
計
る
者
に
勝
る
な
り
。
然
れ
ど
も
皆
な
有
心
に
出
づ
。
宣
に
貧
婆
僧
の
の
銭
を
乞
ふ
の
芦
を
聞
き
て
、
未
だ
寛
は
ら
ざ
る
も
手
を
信
べ
て
一
破
銭
を
将
て
施
与
す
る
に
若
か
ん
や
。
之
を
有
心
と
調
ふ
。
貧
お
こ
婆
は
初
め
よ
り
功
徳
の
多
少
を
較
量
す
る
の
念
を
作
さ
ず
。
之
を
無
心
と
謂
ふ
。
則
ち
木
偶
の
人
は
布
施
と
解
せ
ず
。
(
達
観
道
人
則
不
然
。
計
法
国
勝
於
計
利
者
。
然
皆
出
有
心
。
宣
若
貧
婆
聞
僧
乞
銭
之
声
、
未
完
信
手
将
一
破
銭
施
与
。
謂
之
有
心
。
貧
婆
初
不
作
較
量
功
徳
多
少
念
。
謂
之
無
心
。
則
木
偶
人
不
解
布
施
。
)
(
向
上
)
「
計
利
」
「
計
法
」
を
め
ぐ
る
以
上
の
よ
う
な
教
示
を
行
な
う
に
あ
た
り
、
紫
柏
は
「
無
心
」
な
る
布
施
の
大
切
さ
に
つ
い
て
語
る
説
話
を
取
り
あ
げ
て
い
る
。
そ
こ
に
登
場
す
る
一
人
の
貧
婆
は
、
僧
侶
が
布
施
を
乞
う
声
を
聞
く
や
い
な
や
、
な
ん
の
は
か
ら
い
も
な
く
手
を
伸
ば
し
て
破
銭
一
文
を
供
養
し
た
と
い
う
。
こ
の
貧
婆
に
見
ら
れ
る
「
無
心
」
の
布
施
を
紫
柏
は
称
賛
す
る
の
だ
が
、
そ
れ
は
、
布
施
に
際
し
て
施
主
に
求
め
ら
れ
る
理
想
的
な
心
的
状
態
が
、
貧
婆
の
行
為
に
顕
現
し
て
い
る
と
み
る
か
ら
で
あ
る
。
か
か
る
紫
柏
か
ら
す
れ
ば
、
布
施
を
行
な
う
際
に
、
あ
れ
こ
れ
思
い
を
め
ぐ
ら
せ
て
い
る
と
い
う
点
で
、
言
一
い
換
え
れ
ば
、
「
有
心
」
と
い
う
心
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
と
い
う
点
で
、
仏
法
に
思
い
を
め
ぐ
ら
せ
る
者
(
「
有
計
法
而
不
計
利
者
」
)
針
も
ま
た
、
利
益
に
思
い
を
め
ぐ
ら
せ
る
者
(
「
有
計
利
市
不
計
法
者
」
)
本
と
な
ん
ら
変
わ
り
は
な
か
っ
た
。
つ
ま
り
、
功
徳
の
多
少
を
微
塵
も
可
意
識
す
る
こ
と
の
な
い
「
無
心
」
、
そ
う
し
た
心
の
状
態
に
発
す
る
布
鵬
施
こ
そ
が
最
も
尊
ば
れ
る
の
で
あ
る
。
明
こ
の
よ
う
に
、
紫
柏
に
と
っ
て
重
要
な
の
は
、
布
施
の
多
寡
で
は
業
な
く
、
施
主
の
心
の
あ
り
よ
う
で
あ
っ
た
。
紫
柏
は
、
「
妙
契
に
し
て
媒
無
生
な
れ
ば
、
微
細
の
施
と
離
も
、
福
は
虚
空
に
等
し
。
(
妙
契
無
生
、
川
雄
微
細
之
施
、
福
等
虚
空
。
)
」
と
い
い
、
一
方
、
「
酔
夢
に
し
て
縁
生
隠
な
れ
ば
、
国
城
・
妻
子
を
総
施
す
る
も
、
益
を
得
る
は
甚
だ
小
な
り
。
大
(
酔
夢
縁
生
、
総
施
国
城
妻
子
、
得
益
甚
小
。
)
」
と
い
う
(
日
ロ
に
那
z
c
n
)
。
ほ
ん
の
僅
か
な
布
施
で
あ
っ
て
も
、
「
無
心
」
に
発
す
る
そ
れ
が
も
た
ら
す
福
徳
は
限
り
な
く
、
逆
に
「
有
心
」
に
発
す
る
布
施
で
あ
る
な
ら
、
そ
れ
が
ど
ん
な
に
莫
大
で
あ
っ
て
も
、
も
た
ら
さ
れ
95 
る
福
徳
は
甚
だ
小
さ
い
と
説
く
の
で
あ
る
。
万
暦
二
十
二
年
頃
の
「
法
語
」
に
見
ら
れ
る
こ
の
教
示
を
、
こ
れ
に
先
立
つ
同
十
五
年
前
後
の
紫
柏
の
教
示
の
延
長
上
に
位
置
づ
け
る
な
ら
ば
、
先
の
子
玉
立
に
垣
間
見
ら
れ
た
迷
い
と
は
、
ま
さ
に
、
紫
柏
に
よ
っ
て
否
定
さ
れ
て
い
る
「
有
心
」
と
い
う
心
の
あ
り
よ
う
に
ほ
か
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
が
分
か
る
。
「
刊
刻
事
業
費
の
調
達
な
し
に
性
急
に
成
果
を
求
め
る
の
で
は
成
功
は
難
し
い
」
と
か
「
広
募
で
は
完
成
が
さ
ら
に
遅
く
な
る
だ
ろ
う
」
と
い
っ
た
迷
い
を
微
塵
も
感
じ
さ
せ
な
い
「
無
心
」
に
発
す
る
協
力
を
こ
そ
、
紫
柏
は
大
蔵
経
の
刊
刻
に
際
し
て
求
め
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
子
玉
立
は
当
初
「
速
成
」
を
主
張
し
、
紫
柏
は
「
広
募
」
を
主
張
し
た
。
募
縁
方
法
を
め
ぐ
っ
て
両
者
の
あ
い
だ
で
意
見
の
食
違
い
が
生
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
の
は
、
そ
も
そ
も
、
刊
刻
事
業
費
の
提
供
に
際
し
、
紫
柏
が
、
そ
う
し
た
議
論
の
場
で
も
一
貫
し
て
心
の
問
題
を
持
ち
込
も
う
と
し
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
紫
柏
は
、
限
り
な
い
福
徳
は
、
「
無
心
」
の
布
施
に
よ
っ
て
も
た
ち
さ
れ
る
と
確
信
し
、
よ
り
幅
広
い
多
く
の
人
々
の
福
徳
享
受
を
願
っ
た
。
そ
の
た
め
、
施
主
に
対
し
て
は
、
「
無
心
」
の
発
露
の
結
果
と
し
て
の
出
資
を
求
め
、
出
資
額
の
多
寡
で
は
な
く
、
こ
う
し
た
心
の
あ
り
ょ
う
を
な
に
よ
り
も
重
視
し
た
の
で
あ
る
。
紫
柏
に
と
っ
て
は
、
「
無
心
」
の
発
露
と
い
う
か
た
ち
で
の
、
人
々
の
資
金
提
供
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
た
事
業
推
進
こ
そ
が
理
想
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
紫
柏
に
あ
っ
て
は
「
広
募
」
が
前
面
に
6
押
し
だ
さ
れ
、
子
玉
立
が
願
っ
て
や
ま
な
い
大
蔵
経
の
「
速
成
」
と
9
い
う
課
題
は
当
然
後
退
す
る
こ
と
と
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
「
速
成
」
は
必
ず
し
も
最
優
先
さ
れ
る
べ
き
緊
要
な
問
題
と
は
な
り
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
「
普
く
縁
を
為
す
に
於
て
は
、
則
ち
又
た
晩
き
な
り
」
と
い
う
子
玉
立
の
懸
念
は
、
恐
ら
く
密
蔵
道
関
や
他
の
参
画
者
た
ち
に
も
共
有
さ
れ
て
い
た
。
子
玉
立
が
「
贈
幻
余
密
蔵
二
師
唱
縁
刻
大
蔵
序
」
を
撰
述
し
た
半
月
後
の
万
暦
十
五
年
(
一
五
八
七
)
正
月
望
日
、
密
蔵
は
、
有
力
居
士
十
人
と
と
も
に
仏
前
で
刊
刻
事
業
の
完
遂
を
普
い
合
い
、
「
刻
大
蔵
願
文
」
を
提
出
し
て
、
前
年
の
春
に
僻
金
沙
居
士
ら
と
協
議
し
て
い
た
毎
年
合
計
四
十
人
か
ら
出
資
を
募
る
と
い
う
募
縁
方
法
を
定
則
と
す
る
こ
と
を
表
明
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
は
、
そ
れ
以
前
の
段
階
か
ら
既
に
「
広
募
」
を
唱
え
、
以
後
も
そ
の
考
え
を
変
え
る
こ
と
の
な
か
っ
た
紫
柏
の
意
に
は
必
ず
し
も
沿
う
も
の
で
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
以
上
の
よ
う
に
、
布
施
の
多
寡
は
全
く
問
題
と
せ
ず
に
一
念
な
き
真
心
の
発
露
を
尊
び
、
仏
法
の
恩
恵
に
浴
す
る
機
会
を
あ
ら
ゆ
る
人
々
に
開
い
て
い
こ
う
と
す
る
紫
柏
の
主
張
は
、
そ
の
一
面
で
、
大
蔵
経
の
早
期
完
成
を
熱
望
す
る
居
士
た
ち
の
主
張
と
は
相
容
れ
な
い
性
格
を
持
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
嘉
興
大
蔵
経
刊
刻
事
業
を
視
野
に
入
れ
つ
つ
、
衆
生
の
教
化
を
目
的
と
し
た
紫
柏
の
様
々
な
発
言
や
議
論
か
ら
は
、
そ
こ
に
徹
底
し
た
問
題
意
識
を
見
て
と
る
乙
と
が
で
き
る
。
前
節
で
は
、
蔵
経
経
典
の
普
及
を
見
据
え
な
が
ら
、
紫
柏
が
、
仏
説
の
重
要
性
を
強
調
す
る
と
と
も
に
、
仏
説
へ
の
透
徹
を
端
緒
と
し
た
自
心
の
闘
明
の
必
要
性
を
繰
り
返
し
説
い
た
こ
と
を
確
認
し
た
。
ま
た
、
本
節
で
は
、
事
業
推
進
の
た
め
の
資
金
を
募
る
に
際
し
、
出
資
額
の
多
寡
は
問
わ
ず
、
む
し
ろ
、
施
主
の
心
の
あ
り
よ
う
に
重
点
を
置
い
て
い
た
こ
と
が
は
っ
き
り
し
た
。
す
な
わ
ち
、
紫
柏
の
一
連
の
発
言
や
議
論
か
ら
は
、
仏
教
徒
特
有
の
、
と
で
も
い
う
べ
き
、
衆
生
の
心
に
向
け
ら
れ
た
問
題
意
識
の
高
さ
が
浮
き
彫
り
に
な
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
心
の
問
題
を
基
軸
に
構
築
さ
れ
展
開
さ
れ
る
の
が
、
禅
僧
紫
柏
真
可
の
教
説
で
あ
っ
た
。
五
お
わ
り
に
嘉
興
大
蔵
経
刊
刻
事
業
の
準
備
が
本
格
化
す
る
万
暦
十
四
年
以
降
、
そ
の
実
務
遂
行
に
携
わ
っ
た
の
は
、
密
蔵
道
関
ら
紫
柏
門
下
の
僧
侶
た
ち
で
あ
り
、
実
務
面
で
彼
ら
に
協
力
し
、
か
つ
経
済
的
支
援
を
行
な
っ
た
の
は
、
主
に
、
陸
光
祖
や
管
志
道
、
潟
夢
禎
や
子
玉
立
と
い
っ
た
紫
柏
周
辺
の
有
力
居
士
た
ち
で
あ
っ
た
。
そ
れ
で
は
、
彼
ら
の
中
心
的
存
在
と
も
い
え
る
紫
柏
真
可
は
と
い
う
と
、
刊
刻
事
業
に
一
定
の
発
言
権
を
持
ち
つ
つ
も
、
実
際
は
、
そ
の
統
率
カ
を
遺
憾
な
く
発
揮
し
て
事
業
の
先
頭
に
立
っ
た
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
主
と
し
て
間
接
的
な
関
わ
り
か
た
に
徹
し
た
。
そ
の
た
め
、
事
業
の
実
務
遂
行
上
、
参
画
者
た
ち
の
意
見
や
認
識
を
取
り
ま
と
め
る
強
力
な
統
率
者
を
欠
く
こ
と
と
な
り
、
募
縁
方
法
を
め
ぐ
る
意
見
の
相
違
な
ど
に
も
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
準
備
段
階
か
ら
し
て
足
並
み
の
悪
さ
が
際
立
っ
た
。
し
か
し
、
刊
刻
事
業
の
あ
ら
ゆ
る
局
面
で
食
違
い
が
見
ら
れ
た
わ
げ
で
は
な
い
。
紫
柏
の
発
言
や
議
論
を
、
事
業
を
め
ぐ
る
居
土
た
ち
の
言
説
と
の
連
続
性
の
う
ち
に
と
ら
え
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
自
心
の
閥
明
の
必
要
性
を
説
く
際
に
、
仏
語
の
伝
播
を
前
提
と
し
て
い
創
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
紫
柏
は
、
仏
典
流
通
と
仏
法
普
体
及
の
実
現
を
目
指
す
と
い
う
理
念
を
居
士
た
ち
と
と
も
に
堅
持
し
て
可
い
た
。
そ
し
て
、
当
初
、
や
や
も
す
る
と
喧
タ
週
間
々
の
状
況
に
陥
り
闘
か
ね
な
い
危
険
性
を
は
ら
ん
だ
事
業
を
牽
引
し
つ
づ
げ
た
の
は
、
実
ぽ
に
紫
柏
た
ち
が
共
有
し
て
い
た
こ
の
強
固
な
理
念
で
あ
っ
た
と
い
え
業
る
の
で
あ
る
。
嬬
大
蔵
経
刊
刻
事
業
の
停
滞
を
鑑
み
た
紫
柏
は
、
そ
の
臨
終
時
、
「
拐
州
厳
・
径
山
の
刻
蔵
の
事
、
行
な
ふ
べ
く
ん
ば
則
ち
行
な
ひ
、
可
な
ら
鵬
ざ
れ
ば
則
ち
止
め
よ
」
(
『
紫
柏
老
人
集
』
巻
首
「
紫
柏
老
人
圏
中
語
次
録
」
所
収
「
十
六
日
臨
化
説
偶
」
N
N
b
t田
∞
の
)
と
述
、
事
業
の
説
続
行
如
何
を
江
南
の
居
士
た
ち
の
善
処
に
委
ね
て
世
を
去
っ
た
が
、
『
結
果
的
に
、
刊
刻
事
業
は
、
僧
俗
を
合
め
た
多
数
の
人
々
か
ら
の
支
1
援
協
力
に
よ
り
、
清
代
康
照
年
間
の
完
成
ま
で
連
綿
と
継
続
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
た
と
え
ば
、
山
宗
禎
元
年
(
一
六
二
八
)
の
永
覚
元
賢
「
請
方
冊
蔵
経
記
」
(
『
永
覚
和
尚
広
録
』
巻
十
五
回
吋
NCH・由
gn)
や、
順
治
二
年
(
一
六
四
五
)
頃
の
頗
愚
観
衡
「
刻
方
冊
蔵
経
目
録
序
」
(
『
刻
蔵
縁
起
』
所
収
て
あ
る
い
は
、
同
九
年
の
務
益
智
旭
「
白
法
老
尊
宿
八
峡
寿
序
」
(
『
霊
峰
蒋
益
大
師
宗
論
』
巻
八
之
二
包
い
お
臼
申
閉
山
)
な
ど
の
諸
資
料
の
記
載
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
こ
れ
ら
諸
資
料
に
は
、
蔵
経
形
態
の
方
冊
化
、
お
よ
び
、
そ
れ
に
伴
う
大
蔵
経
の
簡
便
な
印
造
と
流
通
の
実
現
が
、
主
と
し
て
紫
柏
の
尽
力
に
よ
っ
て
可
能
に
な
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。
つ
ま
り
、
あ
た
か
も
、
紫
柏
が
刊
刻
事
業
を
全
面
的
に
担
っ
た
か
の
よ
う
に
語
ら
れ
る
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
は
、
少
な
く
と
も
崇
禎
元
年
以
降
の
人
々
が
、
紫
柏
と
刊
刻
事
業
を
め
ぐ
っ
て
持
ち
得
た
共
通
認
識
で
あ
っ
た
と
理
解
で
き
る
。
と
な
る
と
、
大
蔵
経
の
刊
刻
事
業
に
準
備
段
階
か
ら
携
わ
っ
た
人
々
の
大
半
が
逝
去
し
た
の
ち
、
蔵
経
形
態
刷
新
の
成
果
は
、
彼
ら
の
多
く
に
と
っ
て
の
共
通
の
師
で
あ
っ
た
紫
柏
の
偉
業
と
み
な
さ
れ
、
彼
ら
が
共
有
し
て
い
た
事
業
理
念
も
ま
た
、
紫
柏
の
本
願
と
い
う
か
た
ち
で
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
た
と
い
う
と
と
に
な
る
。
さ
ら
に
い
え
ば
、
こ
れ
ら
が
紫
柏
の
遺
志
と
い
う
か
た
ち
で
継
承
さ
れ
、
長
期
に
わ
た
る
事
業
を
推
進
し
て
い
く
新
た
な
原
動
力
と
な
っ
た
と
い
う
こ
と
も
予
想
さ
れ
よ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
ま
で
確
認
し
て
き
た
と
お
り
、
刊
刻
事
業
の
功
績
は
、
紫
柏
一
人
に
帰
せ
ら
れ
る
べ
き
で
は
な
い
。
に
8
も
か
か
わ
ら
ず
、
な
ぜ
、
の
ち
の
事
業
推
進
者
た
ち
は
、
か
か
る
功
9
績
を
紫
柏
真
可
へ
と
集
約
さ
せ
て
い
っ
た
の
か
。
今
後
改
め
て
検
討
さ
れ
る
べ
き
問
題
で
あ
る
。
主
(
1
)
龍
池
清
「
明
代
刻
蔵
考
」
(
「
東
方
学
報
』
東
京
第
八
冊
、
一
九
三
八
)
な
ど
、
従
来
の
嘉
興
大
蔵
経
関
係
論
文
で
は
、
紫
柏
真
可
・
密
蔵
道
関
・
参
画
居
士
た
ち
が
三
位
一
体
的
に
と
ら
え
ら
れ
る
傾
向
が
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
中
嶋
隆
蔵
「
嘉
興
大
蔵
経
刻
印
の
初
期
事
情
」
は
、
紫
柏
・
密
蔵
・
居
士
た
ち
三
者
聞
に
様
々
な
姐
臨
や
札
採
が
生
じ
て
い
た
こ
と
に
着
目
し
、
事
業
に
携
わ
っ
た
人
々
の
「
願
文
」
「
縁
起
」
類
を
収
録
し
た
『
刻
蔵
縁
起
』
の
記
載
を
綿
密
に
検
討
し
て
、
事
業
の
初
期
事
情
を
新
た
な
視
点
か
ら
捉
え
直
し
た
。
(2)
以
下
、
引
用
資
料
は
、
『
刻
蔵
縁
起
』
か
ら
の
も
の
が
中
心
を
占
め
る
。
中
嶋
隆
蔵
『
明
万
暦
嘉
興
蔵
の
出
版
と
そ
の
影
響
』
(
『
平
成
u-
M-u-m年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
研
究
成
果
報
告
』
、
二
O
O五
)
に
よ
れ
ば
、
『
刻
蔵
縁
起
』
に
は
、
和
刻
本
・
揚
州
蔵
経
院
本
・
支
那
内
学
院
本
の
三
系
統
の
版
本
が
存
在
す
る
。
中
嶋
氏
は
、
こ
の
研
究
成
果
報
告
書
で
こ
れ
ら
三
系
統
の
版
本
に
拠
っ
て
『
刻
蔵
縁
起
』
の
諸
資
料
を
整
理
し
て
お
り
、
本
稿
で
は
、
こ
れ
を
参
照
し
つ
つ
、
支
那
内
学
院
本
「
刻
蔵
縁
起
』
(
民
国
二
十
一
年
刊
)
を
底
本
と
し
、
支
那
内
学
院
本
『
刻
蔵
縁
起
』
未
収
の
資
料
に
つ
い
て
は
和
刻
本
を
使
用
し
た
。
ま
た
、
『
刻
蔵
縁
起
』
以
外
の
仏
教
関
係
資
料
を
引
用
す
る
際
に
は
、
新
文
豊
出
版
公
司
『
明
版
嘉
興
大
蔵
経
』
を
底
本
に
使
用
し
、
末
尾
に
当
該
箇
所
の
「
巻
・
通
番
号
・
頁
・
段
」
を
附
し
た
。
支
那
内
学
院
本
・
和
刻
本
両
「
刻
蔵
縁
起
』
に
収
録
さ
れ
る
以
外
の
紫
柏
真
可
関
係
資
料
に
つ
い
て
も
、
こ
の
『
明
版
嘉
輿
大
蔵
経
』
所
収
の
『
紫
柏
老
人
集
』
と
『
紫
柏
尊
者
別
集
』
と
に
拠
っ
た
。
(3)
密
蔵
道
関
が
こ
の
書
簡
を
し
た
た
め
た
地
、
す
な
わ
ち
五
台
山
が
文
殊
菩
薩
の
型
地
と
さ
れ
る
こ
と
か
ら
も
、
乙
こ
に
所
諮
「
晃
殊
大
師
」
の
「
鼻
」
字
は
恐
ら
く
「
受
」
字
の
誤
字
で
あ
り
、
正
し
く
は
「
畏
殊
大
師
」
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
(4)
王
肯
堂
「
刻
大
蔵
願
文
」
(
和
刻
本
所
収
)
参
照
。
(5)
謬
希
務
「
刻
蔵
縁
起
実
紀
」
(
和
刻
本
所
収
)
参
照
。
(6)
た
と
え
ば
、
墜
吉
富
「
〈
嘉
興
大
蔵
経
》
研
究
」
(
『
諦
観
」
第
七
十
期
、
一
九
九
二
)
は
、
「
十
六
日
臨
化
説
偶
」
な
ど
の
資
料
を
も
と
に
、
大
蔵
経
刊
刻
事
業
へ
の
紫
柏
の
態
度
が
次
第
に
消
極
的
に
な
っ
て
い
っ
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。
確
か
に
、
こ
の
備
に
は
、
事
業
の
意
義
を
語
り
参
画
を
積
極
的
に
呼
び
か
け
る
と
い
う
よ
う
な
、
か
つ
て
の
論
調
は
見
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、
特
に
万
暦
二
十
九
年
以
降
の
紫
柏
に
事
業
再
編
へ
の
意
志
が
見
ら
れ
る
こ
と
、
そ
し
て
、
門
人
治
居
法
鎧
や
宰
官
居
士
の
呉
用
先
ら
が
紫
柏
逝
去
後
も
そ
の
巡
志
を
引
き
継
い
で
尽
力
し
た
こ
と
な
ど
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
、
紫
柏
が
、
実
務
統
括
者
や
支
援
者
た
ち
を
た
て
つ
づ
け
に
失
っ
た
の
ち
、
事
業
に
対
し
て
全
く
関
心
を
失
っ
た
り
消
極
的
に
な
っ
た
と
は
考
え
に
く
い
。
つ
ま
り
、
こ
の
備
に
見
て
と
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
事
業
の
低
迷
に
よ
る
事
業
続
行
の
困
難
さ
へ
の
自
覚
で
あ
ろ
う
。
と
な
る
と
、
紫
柏
は
、
み
ず
か
ら
の
死
後
の
事
業
継
続
に
対
し
て
一
定
程
度
悲
観
的
で
は
あ
っ
た
も
の
の
、
事
業
自
体
に
対
し
て
は
終
生
意
を
傾
け
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
(7)
た
と
え
ば
、
漏
夢
禎
は
、
方
冊
蔵
経
は
党
築
の
ほ
ぼ
十
分
の
七
に
収
ま
り
、
印
造
鵬
首
は
四
十
数
金
以
内
に
と
ど
ま
る
と
指
摘
す
る
(
「
刻
大
蔵
縁
起
」
)
。
つ
ま
り
、
蔵
経
経
典
が
軽
量
化
さ
れ
、
か
つ
印
造
費
も
か
か
ら
な
い
流
通
に
最
適
な
大
蔵
経
が
実
現
化
さ
れ
た
。
因
み
に
、
嘉
興
大
蔵
経
に
先
行
す
る
所
謂
武
林
蔵
が
方
冊
形
式
を
採
用
し
た
と
さ
れ
る
が
、
明
代
中
期
に
刊
刻
さ
れ
た
こ
の
大
蔵
経
は
万
暦
年
間
の
時
点
で
伝
世
し
て
お
ら
ず
、
し
た
が
っ
て
、
現
存
す
る
大
蔵
経
の
う
ち
、
嘉
興
大
蔵
経
こ
そ
最
初
の
方
冊
型
蔵
経
で
あ
っ
た
。
(8)
『
明
版
嘉
興
大
蔵
経
』
所
収
『
紫
拍
老
人
集
』
の
「
書
某
禅
人
募
刻
)
大
蔵
巻
後
」
で
は
、
「
破
暗
張
明
之
用
、
幾
乎
息
突
」
の
「
乎
」
字
と
、
多
「
伝
心
必
合
於
仏
語
」
の
「
仏
」
字
と
が
欠
字
に
な
っ
て
い
る
。
本
稿
じ
で
は
、
別
本
『
新
築
大
日
本
続
蔵
経
』
所
収
「
紫
柏
尊
者
全
集
』
巻
十
河
五
の
当
該
箇
所
に
従
っ
て
両
字
を
補
う
。
な
お
、
筆
者
未
見
で
あ
る
拡
が
、
揚
州
蔵
経
院
本
『
刻
蔵
縁
起
』
に
「
書
某
禅
人
葬
刻
大
蔵
巻
後
」
時
が
収
め
ら
れ
て
お
り
、
三
系
統
の
版
本
を
整
理
す
る
中
嶋
隆
蔵
氏
の
業
前
掲
研
究
成
果
報
告
書
に
も
、
揚
州
蔵
経
院
本
の
当
該
文
章
が
収
録
隠
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
も
、
『
明
版
嘉
興
大
蔵
経
」
の
欠
字
部
市
分
が
、
「
乎
」
「
仏
」
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
初
(
9
)
中
嶋
隆
蔵
「
嘉
興
大
蔵
経
刻
印
の
初
期
事
情
」
に
よ
れ
ば
、
紫
柏
の
聡
「
刻
蔵
縁
起
」
撰
述
時
期
は
、
密
蔵
道
関
が
「
刻
大
蔵
願
文
」
を
撰
述
駄
し
た
万
暦
十
五
年
正
月
望
日
以
降
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
嘉
本
稿
も
中
嶋
説
に
従
う
。
ま
た
、
中
嶋
氏
は
、
こ
の
「
刻
蔵
縁
起
」
に
は
、
所
載
事
項
の
紫
年
に
関
し
て
哀
了
凡
や
幻
予
法
本
と
の
食
違
い
が
見
ら
れ
る
こ
と
、
密
蔵
の
「
刻
大
蔵
願
文
」
と
は
方
冊
版
の
採
用
経
9 
緯
に
関
す
る
認
識
に
お
い
て
相
違
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
「
刻
蔵
縁
起
」
が
紫
柏
に
よ
っ
て
撰
述
さ
れ
て
い
る
以
上
、
も
ち
ろ
ん
、
そ
こ
か
ら
紫
柏
自
身
の
考
え
や
主
張
を
汲
み
と
る
こ
と
は
可
能
な
わ
け
だ
が
、
と
同
時
に
、
か
か
る
資
料
上
の
問
題
点
を
抱
え
る
乙
と
も
念
頭
に
入
れ
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
(
叩
)
密
蔵
道
聞
に
は
『
蔵
逸
経
書
標
目
」
一
巻
(
新
文
豊
出
版
公
司
印
行
精
装
本
『
密
蔵
闘
禅
師
遺
稿
」
な
ど
に
収
録
)
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
明
初
の
勅
版
大
蔵
経
で
あ
る
北
蔵
未
収
の
仏
典
を
取
り
あ
げ
、
そ
の
著
者
名
や
所
蔵
先
な
ど
を
記
し
た
番
目
で
あ
る
が
、
嘉
興
大
蔵
経
へ
の
入
蔵
仏
典
選
定
に
あ
た
り
、
本
書
が
神
益
す
る
と
と
ろ
は
大
き
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
乙
こ
に
は
、
『
石
門
文
字
禅
』
を
は
じ
め
、
覚
範
慧
洪
の
著
作
が
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
て
お
り
、
当
初
か
ら
こ
れ
ら
著
作
の
多
く
を
入
蔵
す
る
考
え
が
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
(
日
)
詳
し
く
は
、
拙
稿
「
紫
柏
真
可
の
覚
飽
慧
洪
顕
彰
と
そ
の
周
辺
明
末
知
識
人
社
会
へ
の
一
石
|
」
(
『
日
本
中
国
学
会
報
」
第
五
十
七
集
、
二
O
O五
)
参
照
。
(
ロ
)
中
嶋
隆
蔵
「
嘉
興
大
蔵
経
刻
印
の
初
期
事
情
」
を
は
じ
め
、
前
掲
藍
吉
富
「
〈
嘉
興
大
蔵
経
}
研
究
」
、
李
富
華
・
何
梅
『
漢
文
仏
教
大
蔵
経
研
究
』
第
十
章
「
関
子
《
嘉
興
蔵
V
的
研
究
」
(
宗
教
文
化
出
版
社
、
二
0
0
=
一
)
な
ど
が
既
に
こ
の
問
題
に
論
及
す
る
。
(
日
)
あ
る
僧
侶
が
焚
鐘
鋳
造
の
た
め
に
銅
を
乞
つ
ベ
く
托
鉢
に
出
掛
け
た
と
こ
ろ
、
一
人
の
貧
婆
に
出
会
っ
た
。
事
情
を
聞
い
た
貧
婆
は
、
信
心
を
発
し
て
破
銭
一
文
を
差
し
だ
し
た
が
、
こ
れ
を
受
け
取
っ
た
僧
侶
は
、
そ
の
後
、
金
額
の
少
な
き
が
気
に
く
わ
ず
河
に
投
げ
捨
て
て
し
ま
う
。
や
が
て
、
銅
が
集
ま
っ
て
鋳
造
し
た
と
こ
ろ
、
完
成
し
た
発
鐙
100 
に
一
穴
が
あ
る
こ
と
に
気
づ
い
た
。
そ
の
原
因
が
貧
婆
の
「
信
心
之
施
」
を
無
駄
に
し
た
こ
と
に
あ
る
と
、
異
人
に
よ
っ
て
気
づ
か
さ
れ
た
僧
侶
は
、
そ
の
後
改
心
し
、
河
か
ら
破
銭
を
捜
し
だ
し
て
、
こ
れ
を
再
び
鋳
造
中
の
火
の
な
か
に
投
じ
た
と
こ
ろ
、
党
鐙
が
円
成
し
た
と
い
う
の
が
、
こ
の
説
話
の
内
容
で
あ
る
よ
布
施
を
す
る
も
の
、
布
施
を
受
け
と
る
も
の
、
布
施
と
い
う
行
為
、
こ
れ
ら
の
い
ず
れ
も
が
自
己
意
識
を
離
れ
た
「
無
心
」
で
な
砂
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
、
所
謂
「
三
輪
清
浄
」
と
い
う
大
乗
仏
教
の
精
神
、
そ
の
重
要
性
を
説
く
の
で
あ
る
。
以
上
の
こ
と
を
踏
ま
え
れ
ば
、
引
用
文
中
の
、
「
謂
之
有
心
」
の
「
之
」
は
「
計
法
」
「
計
利
」
の
人
々
を
、
「
謂
之
無
心
」
の
「
之
」
は
「
貧
婆
」
を
、
「
木
偶
人
」
と
は
、
貧
婆
が
「
無
心
」
で
差
し
だ
し
た
破
銭
を
布
施
と
解
せ
な
か
っ
た
「
僧
」
を
指
す
と
解
釈
で
き
よ
う
。
【
補
】
事
業
関
連
事
項
の
大
ま
か
な
流
れ
を
記
す
と
、
次
の
と
お
り
。
万
暦
十
一
年
(
一
五
八
三
)
こ
の
頃
、
密
蔵
道
闘
が
先
師
了
然
の
も
と
で
出
家
。
紫
柏
門
下
に
入
門
。
万
暦
十
二
年
こ
五
八
四
)
陸
光
祖
「
募
刻
大
蔵
経
序
」
撰
述
。
検
経
会
の
発
足
と
、
管
志
道
「
検
経
会
約
」
撰
述
。
万
暦
十
四
年
(
一
五
八
六
)
約
一
年
半
の
問
、
拐
厳
寺
復
興
工
事
に
従
事
し
て
い
た
密
蔵
道
関
が
事
業
責
任
者
に
就
任
し
、
蔵
経
経
典
の
刊
刻
に
向
け
た
準
備
が
本
格
化
。
紫
柏
真
可
「
書
某
禅
人
募
刻
大
蔵
巻
後
」
撰
述
。
万
暦
十
七
年
(
一
五
八
九
)
五
台
山
で
蔵
経
経
典
の
刊
刻
開
始
。
紫
柏
真
可
「
募
刻
大
蔵
疏
」
撰
述
。
万
暦
二
十
二
年
(
一
五
九
四
)
漸
江
径
山
へ
刻
場
移
転
。
乙
の
頃
、
密
蔵
道
聞
が
引
退
。
万
暦
二
十
三
年
(
一
五
九
五
)
万
暦
二
十
九
年
ご
六
O
一)
継
承
を
委
嘱
。
万
暦
三
十
一
年
(
一
六
O
三
)
法
性
涼
ら
が
事
業
を
継
承
。
康
照
十
五
年
(
一
六
七
六
)
こ
の
頃
、
大
蔵
経
が
ほ
ぼ
完
成
。
た
だ
し
、
こ
れ
以
降
も
い
く
つ
か
の
経
典
が
入
蔵
さ
れ
て
い
る
。
事
業
継
承
者
幻
予
法
本
が
逝
去
。
紫
柏
真
可
が
念
雲
興
勤
に
事
業
任
務
の
紫
柏
真
可
逝
去
。
以
降
、
治
居
法
鎧
や
白
